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12月定例会

こんなことを決めました!こんなことを決めました!
12月定例議会は、12月13日から26日までの14日間の会期で開かれました。審議内容は以
下のとおりです。

（特に本会議場で議論になった項目を中心に明記しています）

一般会計　 1億9043万円増額

特別会計　 526万円増額
総　　額　114億4169万円

★報告　１件、条例案件　11件、
　予算案件　10件、　
　他　議決を求めるもの　2件、
　合わせて24件の議案が提出され、各常
　任委員会に付託。
　審議内容の詳細は、委員会ニュースに
　明記（P4～9）
◎以上、全案件を本会議場にて全会一致
　で可決した。

※松前町ホームページでも、補正予算の
　詳細を説明しています。

★令和元年度12月補正予算

公民の給与較差に基づく職員の給与改定のための関係条例の改正
【給料表の改定】　・・・　実施時期H31/4/1

　愛媛県人事委員会勧告の内容（若年層の引上げ（平均改定率0.12％））を基礎として改定

　初任給　一般職試験（大卒程度）183，111円（現行　181,603円）

　　　　　一般職試験（高卒者）　151，353円（現行　149，343円）

【勤勉手当の改定】　・・・　実施時期R1/12/1

　勤勉手当の支給割合を0.05月分引上げ（再任用職員を除く）

　○一般職員　　12月勤勉手当　　92.5/100　→　97.5/100

【勤勉手当の改定】　・・・　実施時期R2/4/1

　勤勉手当の支給割合を平準化（年間支給割合は変更なし）

　○一般職員　　 6月勤勉手当　　 92.5/100　→　95/100

　　　　　　　　12月勤勉手当　 　97.5/100　→　95/100

　

★
議
会
の
開
始
に
あ
た
り

岡
本
町
長
よ
り
、
２
期
目
の

無
投
票
当
選
の
お
礼
と
、
今

後
の
町
政
の
指
針
に
つ
い
て

５
つ
の
基
本
政
策
を
示
し

た
。

（
内
容
は
Ｐ
11
中
段
）

◎
報
告
事
項

・
専
決
処
分
の
報
告

（
松
前
中
学
校
改
築
先
行
建

築
主
体
工
事
変
更
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
）

★
変
更
の
理
由

　
　

消
費
税
率
の
変
更
及
び

敷
地
内
発
掘
に
よ
る
が
れ

き
類
の
処
分
費
の
追
加
に

よ
る
増
額

岡
本
町
政
の
２
期
目
最
初
の
12
月
定
例
議
会
は
、
補
正
予
算
他

新
年
度
に
向
け
て
公
共
施
設
使
用
料
値
上
げ
の
条
例
改
正
な
ど

（
変
更
額
）

　

１
１
３
万
８
２
０
０
円

内
訳

　

追
加
工
事　

29
万
円

　

消
費
税
増
額

　

84
万
８
２
０
０
円

　

・
工
事
請
負
業
者

伊
予
郡
松
前
町
大
字
東
古
泉

６
６
５
番
地
６

株
式
会
社　

三
洋
建
設

代
表
取
締
役　

渡
部　

壽

議
案
第
61
号

松
前
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
提
案
理
由

　

人
事
院
勧
告
及
び
県
人
事

委
員
会
勧
告
を
考
慮
し
、
職

員
及
び
特
別
職
の
給
与
を
改

定
す
る
も
の
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12月定例会

公民の給与較差に基づく特別職（議員）の
給与改定のための関係条例の改正

【期末手当の改定】　・・・　実施時期R1/12/1

　期末手当の支給割合を0.05月分引上げ

　○特別職（議員）　　12月期末手当　　167.5/100　→　172.5/100

【期末手当の改定】　・・・　実施時期R2/4/1

　期末手当の支給割合を平準化（年間支給割合は変更なし）

　○特別職（議員）　　 6月期末手当　　167.5/100　→　170.0/100

　　　　　　　　　　12月期末手当　　172.5/100　→　170.0/100

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例
（昭和39年3月30日公布松前町条例）第3条の規定により議決を求めるもの。

〈内容〉
消費税増により金額を変更する。
・変更前11，016,000円（本体10，200，000円　消費税 816，000円）
・変更後11，220,000円（本体10，200，000円　消費税1，020，000円）

変更差額（増税分）　204，000円

人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
ア
ッ
プ

の
た
め
の
補
正
予
算

議
案
第
69
号

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

（
普
通
ト
ラ
ッ
ク
）
２
台
（
新

立
班
・
本
村
班
）
物
品
購
入

変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
71
号

令
和
元
年
度
松
前
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
額　

６
２
１
万
５
千
円

補
正
後

１
１
２
億
２
６
０
６
万
２
千
円

議
案
第
72
号

令
和
元
年
度
松
前
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

補
正
額　

13
万
円

補
正
後

34
億
６
８
９
２
万
７
千
円

議
案
第
73
号

令
和
元
年
度
松
前
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

補
正
額　

７
万
２
千
円

補
正
後

４
億
４
８
６
８
万
９
千
円

議
案
第
74
号

令
和
元
年
度
松
前
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

補
正
額　

32
万
４
千
円

補
正
後

28
億
６
７
５
９
万
４
千
円

議
案
第
75
号

令
和
元
年
度
松
前
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

補
正
額　

14
万
２
千
円

補
正
後

８
億
６
１
９
０
万
５
千
円

議
案
第
76
号

令
和
元
年
度
松
前
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

補
正
額　

14
万
３
千
円

補
正
後

４
億
７
３
９
５
万
９
千
円

●
提
案
理
由

　

消
費
税
率
の
変
更
に
よ
り

増
額
と
な
る
た
め
、
議
会
の

議
決
を
必
要
と
す
る
財
産
の

取
得
に
当
た
る
も
の

（
全
会
一
致
で
可
決
）
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即決
（
議
案
第
71
号
〜
76
号
は
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
）



予
算
決
算

予
算
決
算

議
案
第
77
号

令
和
元
年
度
松
前
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ

１
億
９
０
４
２
万
８
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
４
億
１
６
４
９
万
円

と
す
る
。

（
Ｐ
５
参
照
）

◎
総
務
部
所
管

　

質
疑
な
し

◎
産
業
建
設
部
所
管

問　

農
地
集
積
推
進
事
業
で

交
付
す
る
10
ア
ー
ル
あ
た

り
１
万
５
０
０
０
円
の
根

拠
は
。

答　

国
か
ら
示
さ
れ
る
単
価

で
あ
り
、
全
国
共
通
で
あ

る
。

問　

町
単
独
土
地
改
良
事
業

で
行
う
各
工
事
の
地
元
負

担
金
は
い
く
ら
か
。

答　

事
業
費
の
40
％
で
あ

る
。

問　

Ｊ
Ｒ
車
両
基
地
・
貨
物

駅
等
周
辺
整
備
対
策
事
業

の
自
由
通
路
完
成
イ
ベ
ン

ト
委
託
料
の
財
源
と
内
容

は
。　

答　

財
源
は
、
公
益
財
団
法

人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

か
ら
の
助
成
金
12
万
円

と
、
一
般
財
源
１
８
８
万

円
。

　
　

完
成
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る

賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
と

し
て
、
地
元
神
崎
・
出
作

の
両
区
長
に
依
頼
し
、
獅

子
舞
の
披
露
、
商
工
会
、

松
前
町
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
物
品
や
地
域
の

特
産
品
の
販
売
な
ど
を
考

え
て
い
る
。

問　

Ｊ
Ｒ
車
両
基
地
・
貨
物

駅
等
周
辺
整
備
対
策
事
業

の
町
道
東
１
７
６
号
線
自

由
通
路
整
備
工
事
４
３
２

９
万
６
０
０
０
円
を
減
額

し
、
幹
線
町
道
整
備
事
業

の
町
道
西
古
泉
筒
井
線
道

路
改
築
工
事
に
振
り
替
え

た
。
町
道
東
１
７
６
号
線

自
由
通
路
整
備
工
事
で
は

県
費
が
つ
い
て
い
た
が
、

町
道
西
古
泉
筒
井
線
道
路

改
築
工
事
に
は
県
費
が
つ

か
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

Ｊ
Ｒ
車
両
基
地
・
貨
物

駅
等
周
辺
整
備
対
策
事
業

は
、
国
費
55
％
、
県
費

22・５
％
の
補
助
事
業
だ
。

町
道
西
古
泉
筒
井
線
道
路

改
築
工
事
は
、
県
費
補
助

の
対
象
工
事
で
は
な
い
た

め
県
費
が
つ
か
な
い
。

◎
保
健
福
祉
部
所
管

問　

自
立
支
援
給
付
、
障
が

い
児
通
所
給
付
及
び
認
定

こ
ど
も
園
等
保
育
が
利
用

者
数
増
に
よ
り
追
加
計
上

し
て
い
る
が
、
各
事
業
で

前
年
度
よ
り
何
名
増
え
た

か
。

答　

自
立
支
援
給
付
は
延
べ

２
１
５
名
、
障
が
い
児
通

所
給
付
は
延
べ
84
名
、
認

定
こ
ど
も
園
は
37
名
。

　
　

ま
た
、
乳
幼
児
紙
お
む

つ
購
入
助
成
費
の
追
加

は
、
10
月
１
日
か
ら
の
消

費
税
増
税
前
に
多
め
に
購

入
す
る
方
が
増
え
た
た
め

問　

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代

表
チ
ー
ム
松
前
町
強
化
合

宿
宿
泊
代
に
つ
い
て
、
宿

泊
先
と
人
数
は
。

答　

宿
泊
は
伊
予
市
の
ウ
ェ

ル
ピ
ア
伊
予
を
予
定
し
て

い
る
。
選
手
20
名
、
役

員
・
関
係
者
７
名
の
計
27

名
。
一
人
当
た
り
１
泊
９

５
０
０
円
の
14
日
間
分
を

計
上
し
て
い
る
。

問　

松
前
町
国
体
記
念
ホ
ッ

ケ
ー
公
園
の
利
用
状
況

は
。

答　

30
年
度
は
延
べ
１
万
人

が
利
用
し
た
。
土
日
は
松

前
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
、
県

ホ
ッ
ケ
ー
協
会
な
ど
が
利

用
し
、
平
日
は
地
元
高
校

生
が
利
用
し
て
い
る
。

　
　

一
週
間
あ
た
り
、
４
日

か
ら
５
日
の
利
用
が
あ

る
。（

全
会
一
致
で
可
決
）

委員会ニュース

自
由
通
路
の
完
成
イ
ベ
ン
ト
な
ど
賑
わ
い
予
算
が

一
般
会
計

完成した自由通路完成した自由通路

意
見

　

イ
ベ
ン
ト
内
容
を
他

の
地
区
か
ら
聞
か
れ
た

場
合
、
回
答
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
事
業
内

容
が
決
ま
れ
ば
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

補
正
で
計
上
が
必
要
と
な

っ
た
。

問　

認
定
こ
ど
も
園
等
保
育

事
業
の
一
般
財
源
が
、
１

２
６
７
万
２
０
０
０
円
減

額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

臨
時
交
付
金
の
組
み
替
え

と
、
国
費
と
県
費
が
増
額

と
な
っ
た
た
め
、
一
般
財

源
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
。

問　

徳
丸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
整
備
事
業
費
補

助
金
か
ら
ど
の
よ
う
な
遊

具
を
購
入
す
る
予
定
か
。

答　

す
べ
り
台
を
メ
イ
ン
と

し
た
総
合
遊
具
と
、
ス
プ

リ
ン
グ
付
き
の
遊
具
だ
。

◎
教
育
委
員
会
所
管

問　

小
中
学
校
へ
の
空
調
設

備
設
置
に
よ
る
電
気
代
増

加
の
た
め
、
光
熱
水
費
を

計
上
し
た
と
の
こ
と
だ
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
い
る
学
校
も
、
こ
の
程

度
の
電
気
代
が
必
要
に
な

る
の
か
。

答　

電
気
代
は
、
太
陽
光
で

発
電
し
て
使
用
し
た
分
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
っ

て
い
る
。
夏
場
の
エ
ア
コ

ン
使
用
に
よ
る
増
加
額
を

基
本
に
算
定
し
、
冬
場
の

エ
ア
コ
ン
使
用
を
見
込
み

計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　

町
内
の
長
期
滞
在
が
で

き
る
施
設
や
、
「
民
泊
」

に
つ
い
て
の
考
え
は
な
い

の
か
。

答　

ホ
ッ
ケ
ー
普
及
事
業
と

し
て
、
交
流
試
合
「
ま
さ

き
カ
ッ
プ
」
を
行
っ
て
い

る
。
１
泊
２
日
の
予
定
で

開
催
し
、
宿
泊
は
伊
予

市
・
松
山
市
を
宿
泊
予
定

地
と
し
て
い
る
。
「
民

泊
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声

や
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

調
査
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
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議
案
第
77
号

令
和
元
年
度
松
前
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ

１
億
９
０
４
２
万
８
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
４
億
１
６
４
９
万
円

と
す
る
。

（
Ｐ
５
参
照
）

◎
総
務
部
所
管

　

質
疑
な
し

◎
産
業
建
設
部
所
管

問　

農
地
集
積
推
進
事
業
で

交
付
す
る
10
ア
ー
ル
あ
た

り
１
万
５
０
０
０
円
の
根

拠
は
。

答　

国
か
ら
示
さ
れ
る
単
価

で
あ
り
、
全
国
共
通
で
あ

る
。

問　

町
単
独
土
地
改
良
事
業

で
行
う
各
工
事
の
地
元
負

担
金
は
い
く
ら
か
。

答　

事
業
費
の
40
％
で
あ

る
。

問　

Ｊ
Ｒ
車
両
基
地
・
貨
物

駅
等
周
辺
整
備
対
策
事
業

の
自
由
通
路
完
成
イ
ベ
ン

ト
委
託
料
の
財
源
と
内
容

は
。　

答　

財
源
は
、
公
益
財
団
法

人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

か
ら
の
助
成
金
12
万
円

と
、
一
般
財
源
１
８
８
万

円
。

　
　

完
成
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る

賑
わ
い
の
創
出
を
目
的
と

し
て
、
地
元
神
崎
・
出
作

の
両
区
長
に
依
頼
し
、
獅

子
舞
の
披
露
、
商
工
会
、

松
前
町
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
物
品
や
地
域
の

特
産
品
の
販
売
な
ど
を
考

え
て
い
る
。

問　

Ｊ
Ｒ
車
両
基
地
・
貨
物

駅
等
周
辺
整
備
対
策
事
業

の
町
道
東
１
７
６
号
線
自

由
通
路
整
備
工
事
４
３
２

９
万
６
０
０
０
円
を
減
額

し
、
幹
線
町
道
整
備
事
業

の
町
道
西
古
泉
筒
井
線
道

路
改
築
工
事
に
振
り
替
え

た
。
町
道
東
１
７
６
号
線

自
由
通
路
整
備
工
事
で
は

県
費
が
つ
い
て
い
た
が
、

町
道
西
古
泉
筒
井
線
道
路

改
築
工
事
に
は
県
費
が
つ

か
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　

Ｊ
Ｒ
車
両
基
地
・
貨
物

駅
等
周
辺
整
備
対
策
事
業

は
、
国
費
55
％
、
県
費

22・５
％
の
補
助
事
業
だ
。

町
道
西
古
泉
筒
井
線
道
路

改
築
工
事
は
、
県
費
補
助

の
対
象
工
事
で
は
な
い
た

め
県
費
が
つ
か
な
い
。

◎
保
健
福
祉
部
所
管

問　

自
立
支
援
給
付
、
障
が

い
児
通
所
給
付
及
び
認
定

こ
ど
も
園
等
保
育
が
利
用

者
数
増
に
よ
り
追
加
計
上

し
て
い
る
が
、
各
事
業
で

前
年
度
よ
り
何
名
増
え
た

か
。

答　

自
立
支
援
給
付
は
延
べ

２
１
５
名
、
障
が
い
児
通

所
給
付
は
延
べ
84
名
、
認

定
こ
ど
も
園
は
37
名
。

　
　

ま
た
、
乳
幼
児
紙
お
む

つ
購
入
助
成
費
の
追
加

は
、
10
月
１
日
か
ら
の
消

費
税
増
税
前
に
多
め
に
購

入
す
る
方
が
増
え
た
た
め

問　

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代

表
チ
ー
ム
松
前
町
強
化
合

宿
宿
泊
代
に
つ
い
て
、
宿

泊
先
と
人
数
は
。

答　

宿
泊
は
伊
予
市
の
ウ
ェ

ル
ピ
ア
伊
予
を
予
定
し
て

い
る
。
選
手
20
名
、
役

員
・
関
係
者
７
名
の
計
27

名
。
一
人
当
た
り
１
泊
９

５
０
０
円
の
14
日
間
分
を

計
上
し
て
い
る
。

問　

松
前
町
国
体
記
念
ホ
ッ

ケ
ー
公
園
の
利
用
状
況

は
。

答　

30
年
度
は
延
べ
１
万
人

が
利
用
し
た
。
土
日
は
松

前
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
、
県

ホ
ッ
ケ
ー
協
会
な
ど
が
利

用
し
、
平
日
は
地
元
高
校

生
が
利
用
し
て
い
る
。

　
　

一
週
間
あ
た
り
、
４
日

か
ら
５
日
の
利
用
が
あ

る
。（

全
会
一
致
で
可
決
）

委員会ニュース

補
正
で
計
上
が
必
要
と
な

っ
た
。

問　

認
定
こ
ど
も
園
等
保
育

事
業
の
一
般
財
源
が
、
１

２
６
７
万
２
０
０
０
円
減

額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

臨
時
交
付
金
の
組
み
替
え

と
、
国
費
と
県
費
が
増
額

と
な
っ
た
た
め
、
一
般
財

源
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
。

問　

徳
丸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
整
備
事
業
費
補

助
金
か
ら
ど
の
よ
う
な
遊

具
を
購
入
す
る
予
定
か
。

答　

す
べ
り
台
を
メ
イ
ン
と

し
た
総
合
遊
具
と
、
ス
プ

リ
ン
グ
付
き
の
遊
具
だ
。

◎
教
育
委
員
会
所
管

問　

小
中
学
校
へ
の
空
調
設

備
設
置
に
よ
る
電
気
代
増

加
の
た
め
、
光
熱
水
費
を

計
上
し
た
と
の
こ
と
だ
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
い
る
学
校
も
、
こ
の
程

度
の
電
気
代
が
必
要
に
な

る
の
か
。

答　

電
気
代
は
、
太
陽
光
で

発
電
し
て
使
用
し
た
分
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
っ

て
い
る
。
夏
場
の
エ
ア
コ

ン
使
用
に
よ
る
増
加
額
を

基
本
に
算
定
し
、
冬
場
の

エ
ア
コ
ン
使
用
を
見
込
み

計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　

町
内
の
長
期
滞
在
が
で

き
る
施
設
や
、
「
民
泊
」

に
つ
い
て
の
考
え
は
な
い

の
か
。

答　

ホ
ッ
ケ
ー
普
及
事
業
と

し
て
、
交
流
試
合
「
ま
さ

き
カ
ッ
プ
」
を
行
っ
て
い

る
。
１
泊
２
日
の
予
定
で

開
催
し
、
宿
泊
は
伊
予

市
・
松
山
市
を
宿
泊
予
定

地
と
し
て
い
る
。
「
民

泊
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声

や
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

調
査
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
主

な
も
の
は
、
国
民
健
康
保

険
基
盤
安
定
負
担
金
の
確

定
に
伴
う
財
源
の
組
替
え

を
行
い
、
不
足
額
を
増
額

す
る
も
の
。

要
旨

　

平
成
30
年
度
の
精
算
及

び
令
和
元
年
度
の
決
算
見

込
額
の
再
算
定
に
伴
い
補

正
す
る
も
の
。

要
旨

　

保
険
給
付
の
円
滑
な
実

要
旨

議
案
第
78
号

令
和
元
年
度
松
前
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

特
に
質
疑
は
な
し
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

議
案
第
79
号

令
和
元
年
度
松
前
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

特
に
質
疑
は
な
し
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

議
案
第
80
号

令
和
元
年
度
松
前
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　

特
に
質
疑
は
な
し
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

問　
「
在
宅
介
護
実
態
調
査
」

及
び
、「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調

査
」
の
内
容
は
。

答　

保
険
課
が
実
施
す
る

「
在
宅
介
護
実
態
調
査
」

は
、
高
齢
者
等
の
適
切
な

在
宅
生
活
の
継
続
と
家
族

等
介
護
者
の
就
労
継
続
の

実
現
に
向
け
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
す
る
。

　
　

対
象
者
は
、
65
歳
以
上

の
在
宅
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
被
保
険
者
の

う
ち
、
６
０
０
人
を
無
作

為
抽
出
し
、
郵
送
調
査
を

行
う
。

　
　

健
康
課
が
実
施
す
る

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
は
、

地
域
の
要
支
援
者
、
総
合

事
業
対
象
者
及
び
一
般
高

施
の
た
め
、
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
に
係

る
、
在
宅
介
護
実
態
調
査

及
び
介
護
予
防
・
日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
の
委

託
料
と
し
て
増
額
す
る
も

の
。

齢
者
の
地
域
課
題
を
把
握

す
る
た
め
に
実
施
す
る
。

　
　

介
護
保
険
法
第
１
１
７

条
第
５
項
に
基
づ
く
調
査

で
あ
る
。
対
象
者
は
、
要

介
護
以
外
の
高
齢
者
の
う

ち
１
０
０
０
人
を
無
作
為

抽
出
し
、
郵
送
調
査
を
行

う
。

　
　

ま
た
、
委
託
先
は
入
札

に
よ
り
決
定
し
、
入
札
参

加
業
者
は
介
護
関
係
に
詳

し
い
コ
ン
サ
ル
業
者
を
想

定
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

令和元年　12月補正予算概要
一　般　会　計

項　　目

款 補正前 12月
補正額 

12月
補正後 特定財源

補正額財源内訳

国県支出金 地方債 その他
一般財源

特例
交付金

地方
 交付税

分担金
負担金

国庫
負担金

県
支出金 繰入金 繰越金

（単位：千円）

諸収入 町債 歳入補正
合計

〇一般会計歳入補正額

〇一般会計歳出補正額　議案第７７号

－29,108 27,696 3,740 106,621 47,902 2,492 5,642 6,243 19,200 190,428

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
合 　 計 　 金 　 額
財 源 比 率

129,968 
1,259,773 
4,593,667 
924,103 
264,799 
113,108 
1,309,895 
498,045 
1,111,124 

1 
999,180 
4,615 
17,784 

11,226,062 

2,121 
177,650 
－29,281
9,565 
28 

8,518 
－1,433
12,646 

0 
10,614 

0 
0 

190,428 
100%

129,968 
1,261,894 
4,771,317 
894,822 
274,364 
113,136 
1,318,413 
496,612 
1,123,770 

1 
1,009,794 
4,615 
17,784 

11,416,490 

164,179 

86 

－9,742

154,523 
81%

3,100 

12,100 
－800
4,800 

19,200 
10%

3,740 
－120
120 

3,740 
2%

2,121 
10,371 
－29,281
5,739 
148 
6,040 
－633
7,846 

10,614 

12,965 
7%

55 松前町議会だより No.104

特
別
会
計



委員会ニュース

議
案
第
78
号

令
和
元
年
度
松
前
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

特
に
質
疑
は
な
し
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

議
案
第
79
号

令
和
元
年
度
松
前
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　

特
に
質
疑
は
な
し
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

議
案
第
80
号

令
和
元
年
度
松
前
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　

特
に
質
疑
は
な
し
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

問　
「
在
宅
介
護
実
態
調
査
」

及
び
、「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調

査
」
の
内
容
は
。

答　

保
険
課
が
実
施
す
る

「
在
宅
介
護
実
態
調
査
」

は
、
高
齢
者
等
の
適
切
な

在
宅
生
活
の
継
続
と
家
族

等
介
護
者
の
就
労
継
続
の

実
現
に
向
け
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
す
る
。

　
　

対
象
者
は
、
65
歳
以
上

の
在
宅
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
被
保
険
者
の

う
ち
、
６
０
０
人
を
無
作

為
抽
出
し
、
郵
送
調
査
を

行
う
。

　
　

健
康
課
が
実
施
す
る

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
は
、

地
域
の
要
支
援
者
、
総
合

事
業
対
象
者
及
び
一
般
高

齢
者
の
地
域
課
題
を
把
握

す
る
た
め
に
実
施
す
る
。

　
　

介
護
保
険
法
第
１
１
７

条
第
５
項
に
基
づ
く
調
査

で
あ
る
。
対
象
者
は
、
要

介
護
以
外
の
高
齢
者
の
う

ち
１
０
０
０
人
を
無
作
為

抽
出
し
、
郵
送
調
査
を
行

う
。

　
　

ま
た
、
委
託
先
は
入
札

に
よ
り
決
定
し
、
入
札
参

加
業
者
は
介
護
関
係
に
詳

し
い
コ
ン
サ
ル
業
者
を
想

定
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

特　別　会　計

（単位：千円）

〇水道事業特別会計補正額　議案第７６号
　　　＜収益的収入及び支出＞ 
　　　　補　正　額 14万3千円
　　　　補正後の額 4億7395万9千円

＜資本的収入及び支出＞ 
　補　正　額 2万4千円 
　補正後の額 5億5684万7千円 

〇国民健康保険特別会計補正額　議案 7８号

総 務 費

保 険 給 付 費

国民健康保険事業費納付金

共 同 事 業 拠 出 金

保 険 事 業 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

50,351 

2,515,395 

854,977 

1 

32,207 

31 

10,834 

5,131 

3,468,927

157 

1,860 

2,017

50,508 

2,515,395 

854,977 

1 

32,207 

31 

12,694 

5,131 

3,470,944 0 0

157 

1,251 

36 

1,444

－1,251

1,824 

573

款  補正前 12月
補正額

12月
補正後

補正額財源内訳

国県支出金 地方債

特定財源

その他
一般財源

〇後期高齢者医療特別会計補正予算　議案第７９号

総 務 費

後期高齢者医療広域連合納付金

保 険 事 業 費

諸 支 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

32,430 

406,572 

8,936 

251 

500 

448,689 

0 

－404

2,492 

0 

2,088 

32,430 

406,168 

11,428 

251 

500 

450,777 0 0 

－404

－404
2,492 

2,492 

款  補正前 12月
補正額

12月
補正後

補正額財源内訳

国県支出金 地方債

特定財源

その他
一般財源

〇介護保険特別会計補正予算　議案第８０号

総 務 費

保 険 給 付 費

地 域 支 援 事 業 費

諸 支 出 金

予 備 費

歳 出 合 計

94,255 

2,526,180 

151,388 

89,456 

6,315 

2,867,594 

413 

737 

1,150 

94,668 

2,526,180 

152,125 

89,456 

6,315 

2,868,744 

984 

276 

1,260 0 

－571

291 

－280

170 

170 

款  補正前 12月
補正額

12月
補正後

補正額財源内訳

国県支出金 地方債

特定財源

その他
一般財源
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委員会ニュース

議
案
第
58
号

松
前
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例

　
問　

会
計
年
度
任
用
職
員
に

移
行
す
る
と
、
期
末
手
当

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

現
行
の
２
・
０
月
分
か

ら
常
勤
職
員
と
同
じ
２
・

６
月
分
と
な
る
。

問　

移
行
対
象
人
数
と
町
の

負
担
額
は
。

答　

フ
ル
タ
イ
ム
40
人
程

度
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
１
６

０
人
程
度
の
見
込
み
。
支

出
総
額
は
４
０
０
０
万
円

程
度
の
増
額
を
見
込
ん
で

い
る
。

問　

フ
ル
タ
イ
ム
で
給
料
と

な
っ
た
場
合
、
な
ぜ
正
規

職
員
と
せ
ず
臨
時
に
し
て

お
く
の
か
。
正
規
職
員
に

し
な
い
の
か
。　

答　

正
規
職
員
の
定
数
は
条

例
で
決
ま
っ
て
い
る
。
会

計
年
度
任
用
職
員
は
法
律

上
は
非
常
勤
職
員
と
い
う

扱
い
の
た
め
、
定
数
に
は

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
。
移

行
す
る
こ
と
で
増
額
す
る

手
当
も
あ
れ
ば
、
出
な
い

手
当
も
あ
る
。
臨
時
的
に

常
勤
職
員
の
補
助
と
し
て

働
い
て
い
た
だ
く
立
場
は

変
わ
ら
な
い
。

問　

働
き
方
改
革
で
、
働
く

時
間
が
短
く
な
り
年
収
が

下
が
る
。
今
回
の
条
例
で

は
臨
時
職
員
の
年
収
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　

フ
ル
タ
イ
ム
臨
時
職
員

が
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
に
移
行
し
た
場

合
、
年
収
は
上
が
る
。
フ

ル
タ
イ
ム
の
臨
時
職
員
が

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
に
移
行
し
た
場

合
、
年
収
は
下
が
る
。
時

間
給
で
７
時
間
45
分
働
い

た
人
が
、
６
時
間
や
４
時

間
勤
務
に
な
る
と
勤
務
時

間
が
減
る
た
め
、
期
末
手

当
が
出
て
も
、
年
収
で
み

れ
ば
下
が
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

議
案
第
59
号

松
前
町
の
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

問　

非
常
勤
職
員
に
統
括
広

報
委
員
も
含
ま
れ
る
の

か
。

答　

統
括
広
報
委
員
も
含
ま

れ
る
。（

全
会
一
致
で
可
決
）

議
案
第
60
号

松
前
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

移
行
し
た
具
体
的
な
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

答　

移
行
す
る
に
あ
た
っ

て
、
改
め
て
法
の
趣
旨
に

沿
う
よ
う
職
の
再
編
成
を

行
い
、
そ
の
基
準
を
労
務

ど
う
な
る
！
　
働
き
方
改
革
で
正
規・非
正
規
に
年
収
の
差
は

性
で
判
断
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
　
「
社
会
教
育
指
導
員
」
を

例
に
挙
げ
る
と
、
係
に
配

属
さ
れ
、
上
司
の
指
示
に

よ
り
仕
事
を
し
て
お
り
、

労
務
性
が
高
い
と
判
断
し

移
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

臨
時
的
任
用
職
員
の

「
行
政
支
援
員
」
は
、
専
門

性
が
高
く
、自
身
の
知
識
・

経
験
に
基
づ
い
た
指
導
、

助
言
を
行
う
職
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
非
常
勤
職
員
へ

移
行
す
る
と
同
時
に
職
名

を「
防
災
防
犯
参
与
」に
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。こ

れ
は
課
に
配
属
さ
れ
、
長

年
の
経
験
や
知
識
に
基
づ

き
、
専
門
的
な
指
導
や
助

言
を
行
う
な
ど
、
業
務
内

容
の
変
更
は
な
い
。

問　

松
前
町
の
臨
時
職
員
の

勤
務
の
限
度
は
何
年
と
設

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

１
年
ご
と
の
３
年
を
一

つ
の
ス
パ
ン
と
考
え
て
い

る
。
た
だ
し
、
福
祉
系
の

専
門
職
、
例
え
ば
保
育
士

で
あ
れ
ば
３
年
ご
と
に
延

長
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

問　

報
酬
額
の
改
定
で
「
交

通
安
全
指
導
員
」
の
報
酬

額
が
半
額
に
な
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

答　

交
通
安
全
指
導
員
に
イ

ベ
ン
ト
時
の
交
通
整
理
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
警
備
員
的
な
内
容
で

あ
る
と
判
断
し
見
直
し
を

行
っ
た
。

　
　

そ
の
た
め
イ
ベ
ン
ト
時

の
交
通
整
理
を
除
く
の

で
、
報
酬
額
が
半
額
に
な

っ
た
。
今
後
は
民
間
警
備

会
社
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
交
通
整
理

を
依
頼
し
て
も
ら
う
よ

う
、
各
イ
ベ
ン
ト
担
当
課

へ
周
知
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

総
　
　
務

産
業
建
設

総
　
　
務

産
業
建
設

　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

任
用
根
拠
の
明
確
化
等
を

目
的
と
し
た
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
新
設
さ
れ
る
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た

め
、
新
た
に
制
定
す
る
も

の
。 要

旨

　

一
部
の
非
常
勤
職
員
を

新
設
さ
れ
る
会
計
年
度
任

用
職
員
に
移
行
、
及
び
報

酬
額
改
定
を
行
う
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。 要

旨

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
が
新
設
さ
れ
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。 要

旨
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委員会ニュース

議
案
第
62
号

松
前
町
老
人
憩
の
家
設
置
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問　

使
用
料
の
見
直
し
を
ど

れ
く
ら
い
行
っ
て
い
な
か

っ
た
の
か
。
施
設
に
よ
っ

て
値
上
げ
幅
に
違
い
が
あ

る
が
採
算
の
問
題
は
大
丈

夫
か
。
次
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
。

答　

使
用
料
は
25
年
か
ら
40

年
く
ら
い
見
直
し
し
て
い

な
か
っ
た
。
施
設
に
よ
っ

て
設
置
目
的
に
違
い
が
あ

り
、
急
激
な
値
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
。
次
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
５
年
か
ら

10
年
の
間
に
状
況
を
み
て

判
断
し
て
い
き
た
い
。

問　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
第
１

研
修
室
の
値
上
げ
が
60
円

に
対
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室

の
値
上
げ
は
６
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
が
室
に
よ
っ

て
値
上
げ
の
幅
に
違
い
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
試
算

値
で
改
定
と
な
れ
ば
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
等
の
使
用

料
が
も
っ
と
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
料
金

引
き
上
げ
の
根
拠
が
わ
か

ら
な
い
。
住
民
に
は
ど
の

よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

答　

リ
ハ
ー
サ
ル
室
は
多
目

的
で
利
用
者
も
多
い
上
、

多
人
数
で
利
用
さ
れ
る
た

め
１
人
当
た
り
の
利
用
料

金
は
抑
え
ら
れ
る
。

　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
等
は

中
学
生
以
下
又
は
高
校
生

な
ど
の
学
生
の
利
用
が
多

い
。
個
人
で
の
使
用
料
支

払
い
と
な
る
た
め
試
算
値

の
ま
ま
の
使
用
料
引
き
上

げ
は
適
正
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

使
用
料
改
定
の
背
景
が

長
年
料
金
改
定
し
て
い
な

い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は

住
民
は
納
得
で
き
な
い
の

で
は
。　

答　

人
口
減
少
な
ど
が
見
込

ま
れ
、
町
の
財
政
が
厳
し

く
な
っ
て
い
く
な
か
、
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新

費
用
が
増
加
し
て
い
る
。

今
後
は
社
会
状
況
に
応
じ

て
町
民
の
意
見
、
数
値
の

試
算
な
ど
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
検
討
委
員
会
に
加

え
、
審
議
会
の
立
ち
上
げ

を
検
討
す
る
。
町
民
の
方

に
幅
広
く
ご
理
解
を
い
た

だ
い
て
使
用
料
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
全
員
一
致
で
可
決
）

各
施
設
利
用
の
適
正
料
金
は

議
案
第
63
号

松
前
町
立
保
育
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
64
号

松
前
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例（

全
員
一
致
で
可
決
）

問　

一
般
の
住
民
の
方
に
は

改
正
内
容
が
わ
か
り
に
く

く
混
乱
が
懸
念
さ
れ
る
。

答　

令
和
元
年
10
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
、
事
業
が
運

用
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
混
乱
は
な
い
。

（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
65
号

松
前
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

条
文
中
の
「
修
了
し
た

も
の
」
と
は
ど
の
よ
う
な

講
習
を
受
け
た
り
、
資
格

が
あ
る
こ
と
を
い
う
の

か
。

答　

支
援
員
は
都
道
府
県
知

事
又
は
指
定
都
市
の
長
が

行
う
研
修
を
修
了
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
お
り
、
保
育
士

や
教
員
の
免
許
が
あ
っ
た

と
し
て
も
採
用
後
に
研
修

を
受
け
て
も
ら
う
。

問　

支
援
員
の
採
用
は
。

文
教
厚
生

文
教
厚
生

　

各
施
設
等
の
利
用
料
金

を
引
き
上
げ
、
負
担
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

要
旨

　

二
名
保
育
所
を
廃
止
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

要
旨

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
政
府

の
施
行
に
伴
い
、
保
育
料

の
無
料
化
に
伴
う
食
事
の

提
供
に
要
す
る
費
用
の
負

担
に
つ
い
て
規
定
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
用
語

の
整
備
を
図
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

要
旨

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴

い
、
放
課
後
児
童
支
援
員

の
資
格
要
件
の
緩
和
措
置

を
３
年
間
延
長
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

要
旨

意
見

　

今
後
使
用
料
改
定
の

際
に
は
、
施
設
経
費
の

使
用
者
負
担
率
の
基
準

を
設
け
る
。
そ
れ
を
元

に
し
て
使
用
料
を
引
き

上
げ
る
と
い
う
根
拠
あ

る
数
値
か
ら
考
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
基
本
方

針
、
統
一
基
準
を
作
っ

て
、
５
年
に
１
回
は
必

ず
審
議
に
か
け
て
見
直

し
を
行
う
な
ど
し
て
ほ

し
い
。

答　

支
援
員
は
毎
年
単
年
度

採
用
し
て
い
る
が
、
来
年

度
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
小
学
６
年
生
ま
で
拡

大
さ
れ
る
。
支
援
員
の
増

員
が
必
要
と
な
る
た
め
、

み
な
し
支
援
員
と
し
て
採

用
し
、
支
援
員
と
し
て
勤

務
し
て
も
ら
う
。

（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
66
号

松
前
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
67
号

松
前
町
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　
問　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
常

時
誰
か
い
る
の
か
。
窓
口

対
応
は
誰
が
す
る
の
か
。

他
の
機
関
と
の
連
携
は
で

き
る
の
か
。

答　

常
時
、
保
健
師
が
い
て

窓
口
対
応
を
す
る
。
保
育

士
も
常
時
い
る
が
、
今
後

は
社
会
福
祉
士
も
採
用
予

定
で
あ
る
。
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対

応
し
、
で
き
な
い
こ
と
は

町
内
外
関
係
機
関
と
連
携

を
と
れ
る
よ
う
に
調
整
し

て
い
く
。

問　

現
在
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　

条
例
第
３
条
第
４
項
の

「
子
育
て
援
助
活
動
の
支

援
に
関
す
る
こ
と
」
に
当

た
る
た
め
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
組

織
に
属
す
る
よ
う
に
な

る
。

問　

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
な
い
の
か
。

答　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
い
て
行
っ
て
お
り
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
自
体
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
作
成
し
な
い
。

　
　

福
祉
課
が
現
在
作
成
中

の
「
松
前
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

中
に
含
め
る
予
定
で
あ

る
。
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
随
時
分
析
、
対

応
し
て
い
く
。

（
全
員
一
致
で
可
決
）

（
詳
細
は
Ｐ
11
掲
載
）

議
案
第
68
号

松
前
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
全
員
一
致
で
可
決
）
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文化センター文化センター

議
案
第
70
号

松
前
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

（
全
員
一
致
で
可
決
）



委員会ニュース

議
案
第
62
号

松
前
町
老
人
憩
の
家
設
置
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例問　

使
用
料
の
見
直
し
を
ど

れ
く
ら
い
行
っ
て
い
な
か

っ
た
の
か
。
施
設
に
よ
っ

て
値
上
げ
幅
に
違
い
が
あ

る
が
採
算
の
問
題
は
大
丈

夫
か
。
次
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
。

答　

使
用
料
は
25
年
か
ら
40

年
く
ら
い
見
直
し
し
て
い

な
か
っ
た
。
施
設
に
よ
っ

て
設
置
目
的
に
違
い
が
あ

り
、
急
激
な
値
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
。
次
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
５
年
か
ら

10
年
の
間
に
状
況
を
み
て

判
断
し
て
い
き
た
い
。

問　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
第
１

研
修
室
の
値
上
げ
が
60
円

に
対
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室

の
値
上
げ
は
６
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
が
室
に
よ
っ

て
値
上
げ
の
幅
に
違
い
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
試
算

値
で
改
定
と
な
れ
ば
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
等
の
使
用

料
が
も
っ
と
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
料
金

引
き
上
げ
の
根
拠
が
わ
か

ら
な
い
。
住
民
に
は
ど
の

よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

答　

リ
ハ
ー
サ
ル
室
は
多
目

的
で
利
用
者
も
多
い
上
、

多
人
数
で
利
用
さ
れ
る
た

め
１
人
当
た
り
の
利
用
料

金
は
抑
え
ら
れ
る
。

　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
等
は

中
学
生
以
下
又
は
高
校
生

な
ど
の
学
生
の
利
用
が
多

い
。
個
人
で
の
使
用
料
支

払
い
と
な
る
た
め
試
算
値

の
ま
ま
の
使
用
料
引
き
上

げ
は
適
正
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

使
用
料
改
定
の
背
景
が

長
年
料
金
改
定
し
て
い
な

い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は

住
民
は
納
得
で
き
な
い
の

で
は
。　

答　

人
口
減
少
な
ど
が
見
込

ま
れ
、
町
の
財
政
が
厳
し

く
な
っ
て
い
く
な
か
、
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新

費
用
が
増
加
し
て
い
る
。

今
後
は
社
会
状
況
に
応
じ

て
町
民
の
意
見
、
数
値
の

試
算
な
ど
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
検
討
委
員
会
に
加

え
、
審
議
会
の
立
ち
上
げ

を
検
討
す
る
。
町
民
の
方

に
幅
広
く
ご
理
解
を
い
た

だ
い
て
使
用
料
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
全
員
一
致
で
可
決
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
主
催
の
意
見
交
換
会
開
催
の
お
知
ら
せ

議
案
第
63
号

松
前
町
立
保
育
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
64
号

松
前
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例（

全
員
一
致
で
可
決
）

問　

一
般
の
住
民
の
方
に
は

改
正
内
容
が
わ
か
り
に
く

く
混
乱
が
懸
念
さ
れ
る
。

答　

令
和
元
年
10
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
、
事
業
が
運

用
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
混
乱
は
な
い
。

（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
65
号

松
前
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

条
文
中
の
「
修
了
し
た

も
の
」
と
は
ど
の
よ
う
な

講
習
を
受
け
た
り
、
資
格

が
あ
る
こ
と
を
い
う
の

か
。

答　

支
援
員
は
都
道
府
県
知

事
又
は
指
定
都
市
の
長
が

行
う
研
修
を
修
了
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
お
り
、
保
育
士

や
教
員
の
免
許
が
あ
っ
た

と
し
て
も
採
用
後
に
研
修

を
受
け
て
も
ら
う
。

問　

支
援
員
の
採
用
は
。

　

松
前
町
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
及
び
岡
田
小
学
校
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員

を
増
員
し
入
所
対
象
者
を

小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

要
旨

答　

支
援
員
は
毎
年
単
年
度

採
用
し
て
い
る
が
、
来
年

度
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
小
学
６
年
生
ま
で
拡

大
さ
れ
る
。
支
援
員
の
増

員
が
必
要
と
な
る
た
め
、

み
な
し
支
援
員
と
し
て
採

用
し
、
支
援
員
と
し
て
勤

務
し
て
も
ら
う
。

（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
66
号

松
前
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

（
全
員
一
致
で
可
決
）

議
案
第
67
号

松
前
町
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

　
問　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
常

時
誰
か
い
る
の
か
。
窓
口

対
応
は
誰
が
す
る
の
か
。

他
の
機
関
と
の
連
携
は
で

き
る
の
か
。

答　

常
時
、
保
健
師
が
い
て

窓
口
対
応
を
す
る
。
保
育

士
も
常
時
い
る
が
、
今
後

は
社
会
福
祉
士
も
採
用
予

定
で
あ
る
。
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対

応
し
、
で
き
な
い
こ
と
は

町
内
外
関
係
機
関
と
連
携

を
と
れ
る
よ
う
に
調
整
し

て
い
く
。

問　

現
在
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　

条
例
第
３
条
第
４
項
の

「
子
育
て
援
助
活
動
の
支

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い

包
括
的
な
子
育
て
支
援
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

松
前
町
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
た
め
、
新
た
に
制
定
す

る
も
の
。

要
旨

援
に
関
す
る
こ
と
」
に
当

た
る
た
め
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
組

織
に
属
す
る
よ
う
に
な

る
。

問　

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
な
い
の
か
。

答　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
い
て
行
っ
て
お
り
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
自
体
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
作
成
し
な
い
。

　
　

福
祉
課
が
現
在
作
成
中

の
「
松
前
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

中
に
含
め
る
予
定
で
あ

る
。
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
随
時
分
析
、
対

応
し
て
い
く
。

（
全
員
一
致
で
可
決
）

（
詳
細
は
Ｐ
11
掲
載
）

●
日
時　

令
和
２
年
２
月
20
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
開
場

午
後
７
時
00
分
開
会

午
後
８
時
30
分
閉
会
予
定

●
場
所

松
前
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
３
階　

視
聴
覚
室

議
案
第
68
号

松
前
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

（
全
員
一
致
で
可
決
）

　

松
前
町
公
の
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
等
に
関
す
る
条
例
第

５
条
の
規
定
に
よ
り
松
前

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
候
補
者
を
選
定

し
た
た
め
、
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

要
旨
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●
内
容

　

恒
例
の
年
１
回
行
っ
て
い

る
議
会
報
告
会
及
び
意
見
交

換
会
を
今
回
は
形
を
変
え

て
、
各
常
任
委
員
会
主
催
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は

子
育
て
支
援
、
介
護
、
保
険

関
係
、
環
境
、
文
化
観
光
、

教
育
関
係
な
ど
、
暮
ら
し
の

身
近
な
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
う
機
会
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◎
そ
の
た
め
分
野
別
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
話
し
合

い
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
委
員

会
と
し
て
、
政
策
提
言
へ
つ

な
げ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま

す
。

☆
皆
さ
ん
の

　

参
加
を
お
待
ち

　

し
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
70
号

松
前
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

（
全
員
一
致
で
可
決
）

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権

利
の
制
限
に
係
る
措
置
の

適
正
化
等
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

印
鑑
登
録
資
格
に
つ
い
て

成
年
被
後
見
人
を
一
律
に

排
除
せ
ず
、
そ
の
意
思
能

力
を
個
別
的
・
実
質
的
に

審
査
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

要
旨
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○：賛成　●：反対　△：議長　欠：欠席　不：採決時不在

令和元年度松前町国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

専決処分の報告について
（松前中学校改築先行建築主体工事変更請負契約の
締結について）

松前町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例

松前町の非常勤の職員の公務災害補償等に関する
条例等の一部を改正する条例

松前町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

松前町職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例

松前町老人憩の家設置条例等の一部を改正する
条例

松前町立保育所条例の一部を改正する条例

松前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

松前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

松前町放課後児童クラブの設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例

松前町子育て世代包括支援センターの設置及び
管理に関する条例

松前町印鑑条例の一部を改正する条例

小型動力ポンプ積載車（普通トラック）２台（新立班･
本村班）物品購入変更契約の締結について

松前町総合福祉センターの指定管理者の指定に
ついて

令和元年度松前町一般会計補正予算（第４号）

令和元年度松前町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号）

令和元年度松前町介護保険特別会計補正予算
（第３号）

令和元年度松前町公共下水道事業特別会計補正
予算（第３号）

令和元年度松前町水道事業会計補正予算（第３号）

令和元年度松前町一般会計補正予算（第５号）

伊
賀
上
明
治

三
好
　
勝
利

岡
井
馨
一
郎

村
井
慶
太
郎

藤
岡
　
　
緑

加
藤
　
博
德

稲
田
　
輝
宏

住
田
　
英
次

田
中
　
周
作

影
岡
　
俊
範

曽
我
部
秀
司

渡
部
　
惠
美

西
村
　
元
一

早
瀬
　
隆
土

関
連
ペ
ー
ジ

議 員 名  

報告・議案等番号、内容
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△

△

△

△

△

△

2

7

7

7

2

8

8

8

9

9

9

3

9

3

3

3

3

3

3
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賛否表・条例その他

5

5

11

令和元年度松前町国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）

令和元年度松前町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号）

令和元年度松前町介護保険特別会計補正予算
（第４号）

愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選出に
ついて

78

79

80

議選
10

可決

可決

可決

選挙
確定

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

欠

欠

欠

欠

〇

〇

〇

〇

△

△

△

△
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子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に

耳
よ
り
情
報

議
案
第
67
号

松
前
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例目
的

　

松
前
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

妊
娠
、
出
産
及
び
子
育
て
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
包
括
的

な
子
育
て
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

背
景

　

国
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

総
合
的
相
談
支
援
を
提
供
す
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
拠
点
で
あ
る
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を

行
い
、
令
和
２
年
度
ま
で
に
全
国
展

開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

事
業
内
容

①
妊
娠
、
出
産
及
び
子
育
て
に
関
す

る
相
談
及
び
情
報
の
提
供

②
母
子
保
健
に
関
す
る
知
識
の
普
及

及
び
指
導

③
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
子

育
て
親
子
交
流
の
促
進

④
子
育
て
援
助
活
動
の
支
援

⑤
妊
娠
、
出
産
及
び
子
育
て
に
係
る

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

今回の議決
により

来年度から
実施！

5

～

6

町長

★
町
長
の
２
期
目
の
基
本
政
策

議
選
10
号

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

●
提
案
理
由

　

町
が
選
挙
し
た
愛
媛
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
議
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
後
任
の
議
員
を
選
挙
す
る
も

の

　

議
長
か
ら
指
名
推
薦
の
提
案
が
あ

り
、
岡
本
靖
町
長
を
全
会
一
致
で
選

出
し
た
。

★
町
長
か
ら
出
さ
れ
る
議
案
に
対
し
、

　
議
会
は

　
「
具
体
的
な
政
策
の
最
終
決
定
」
と

　
「
行
財
政
運
営
の
批
判
と
監
視
」
を

　
達
成
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

一
期
目
の
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
深
化
さ
せ
、
次
の
五
つ
の
基

本
政
策
を
実
行
し
て
い
く
と
表
明 

①
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
づ
く
り 

②
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り 

③
豊
か
な
心
を
育
む
人
づ
く
り 

④
活
力
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り 

⑤
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
基
盤
づ
く
り 

追 

加 

議 

案

追 

加 

議 

案



・
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に

つ
い
て
質
問
し
、
町
長
な

ど
が
答
弁
す
る
も
の
で

す
。

・
議
員
一
人
当
た
り
の
発
言

時
間
は
45
分
以
内
で
す
。

　

（
行
政
側
か
ら
の
答
弁
の

時
間
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
）

7議員が登壇
◆赤字項目は、本文で紹介しています。
◆緑字項目は、一部22ページで紹介。

藤岡　　緑　　　議員（13ページ）
◆これからの防災の注目点は
◆高齢者の介護予防事業が地域づくりに

渡部　惠美　　　議員（16ページ）
◆防災・減災対策での具体的な取組みは
◆農業振興の取組みの現状と推進は

影岡　俊範　　　議員（17ページ）
◆地球温暖化対策への取組みは
◆RPA導入への認識と取組みは

早瀬　隆土　　　議員（18ページ）
◆教科書採択の手順及び選定委員の構成は
◆官民連携の観光政策への考えは

西村　元一　　　議員（19ページ）
◆通学路の安全整備への考えは
◆塩屋海岸の環境整備は
◆地場産業育成での補助金・支援金制度の考えは
◆入札業者選定への考えは
◆災害時の避難場所は適正か
◆介護サービスは利用者の意向に適切か
◆塩美園の災害時の対応と平時の受入時間は

曽我部秀司　　　議員（14ページ）
◆統合型校務支援システムの早期導入を

住田　英次　　　議員（15ページ）
◆土川の越水対策の取組み状況は
◆企業誘致での税収確保と人口減少対策は

いっぱん

質問

ズ
バ
リ

こ
こ
が
聞
き
た
い

ズ
バ
リ

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
と
は

いっぱん質問（目次）

・
一
問
一
答
を
、
更
に
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
、
件

名
ご
と
に
質
問
し
、
そ
れ

だ
け
に
回
答
す
る
方
式
に

し
て
い
ま
す
。

・
更
に
、
回
答
内
容
に
つ
い

て
深
く
ま
た
関
連
し
て
質

問
す
る
場
合
は
再
質
問
で

き
ま
す
。

・
登
壇
は
、
通
告
書
（
質
問

内
容
を
要
約
し
た
書
類
）

の
提
出
順
に
行
わ
れ
ま

す
。
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こ
れ
か
ら
の
防
災
の
注
目
点
は

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
が
地
域
づ
く
り
に

①
介
護
予
防
活
動
の
内
容

②
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体

制
に
つ
い
て

③
フ
レ
イ
ル
対
策
の
一
つ

で
も
あ
る
口
腔
ケ
ア
は

④
グ
ル
ー
プ
活
動
の
地
域

間
格
差
の
対
策
は

問

　

  

升
田
副
町
長

①
特
に
水
害
避
難
計
画
で

は
、
重
信
川
浸
水
想
定
区
域

内
に
あ
る
災
害
時
要
配
慮
者

施
設
の
住
民
の
避
難
が
重
要

課
題
で
あ
る
。

　

該
当
す
る
町
内
の
施
設
は

現
在
57
あ
る
。
幼
稚
園
・
保

育
所
等
及
び
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
中

で
、
水
防
法
で
避
難
計
画
の

作
成
が
義
務
づ
け
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
、
ま
だ
３
施

設
し
か
で
き
て
い
な
い
。
更

に
地
域
と
の
連
携
が
大
切
で

答
　

  
早
瀬
健
康
課
長

①
平
成
26
年
度
か
ら
町
が
全

地
区
で
行
っ
た
、
独
自
の
介

護
予
防
体
操
の
講
習
と
、
口

腔
ケ
ア
や
認
知
症
予
防
の
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
介
護
予
防

教
室
を
契
機
に
継
続
し
て
受

講
者
中
心
の
グ
ル
ー
プ
が
作

ら
れ
活
動
し
て
い
る
。

答

　

現
在
38
グ
ル
ー
プ
が
活
動

し
て
い
る
。
休
止
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
復
活
支
援
の
対
策

を
検
討
中
で
あ
る
。

（
②
③
④
に
つ
い
て
は
、
22

ペ
ー
ジ
「
こ
れ
も
気
に
な
る

一
般
質
問
」
の
中
に
明
記
し

て
い
ま
す
）

藤岡　　緑　議員

①
町
内
の
避
難
計
画
の
ポ

イ
ン
ト
は

②
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

で
備
え
を

③
忘
れ
が
ち
な
ト
イ
レ
問

題
に
つ
い
て

④
想
定
外
の
廃
棄
物
の
処

理
問
題

問

計
画
作
成
と
共
に
よ
り
充
実

さ
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い

く
。

②
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と

は
住
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害

の
発
生
を
前
提
に
自
分
自
身

が
「
い
つ
」
「
何
を
す
る
の

か
」
に
着
目
し
て
防
災
行
動

を
時
系
列
に
整
理
し
た
個
人

の
事
前
防
災
行
動
計
画
の
こ

と
。

　

今
年
度
か
ら
各
地
区
で
の

防
災
講
座
に
お
い
て
作
成
の

お
願
い
を
し
て
い
る
。
引
き

続
き
周
知
、
啓
発
を
行
う
。

③
災
害
時
の
ト
イ
レ
は
、
断

水
時
な
ど
に
無
理
や
り
使
用

す
る
と
非
常
に
不
衛
生
と
な

り
、
そ
の
使
用
を
我
慢
す
る

こ
と
で
体
調
を
崩
し
様
々
な

問
題
に
発
展
し
て
き
た
こ
と

は
、
過
去
の
大
き
な
災
害
に

お
い
て
実
証
済
み
だ
。

　

現
在
、
町
内
の
指
定
避
難

所
に
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
を
配
備
す
る
ほ
か
仮
設
ト

イ
レ
も
調
達
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
大
規
模
災
害

で
は
ト
イ
レ
の
不
足
が
見
込

ま
れ
る
。
携
帯
ト
イ
レ
の
備

蓄
も
し
て
い
る
が
数
量
的
な

限
界
も
あ
り
、
各
家
庭
に
お

い
て
自
助
に
よ
る
携
帯
ト
イ

レ
の
備
蓄
を
お
願
い
し
た

い
。

④
「
松
前
町
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
」
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
よ
る
災
害
廃

棄
物
の
発
生
量
は
最
大
で
１

１
６
万
ト
ン
、
そ
れ
を
置
く

仮
置
き
場
は
32
・
３
ha
、
分

散
は
勝
手
置
き
場
の
リ
ス
ク

が
あ
り
、
今
後
の
大
き
な
検

討
課
題
だ
。

いっぱん質問
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統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を

　

  

住
田
学
校
教
育
課
長

　

シ
ス
テ
ム
導
入
は
、
教
職

員
の
業
務
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し

て
教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
が
確
保
さ
れ
、
教
育

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
度

に
お
い
て
、
校
務
の
状
況
の

答

　

  

シ
ス
テ
ム
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
教
育
委
員
会
と
校
長

会
、
学
校
関
係
者
な
ど
に
よ

る
導
入
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
シ
ス
テ
ム
の
内
容
や
導

入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

　

 

伊
予
郡
市
で
の
共
同
調

達
・
協
同
利
用
は
、他
市
町
が

シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て
先

行
し
て
い
る
た
め
、難
し
い
状

況
で
あ
る
。

答

　

児
童
生
徒
の
出
欠
管
理
や
成
績
処
理
、事
務
な
ど
統
合
し
た
機
能

を
有
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。 

　

導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、各
機
能
で
の
デ
ー
タ
引
用
に
よ
り

業
務
負
担
を
軽
減
で
き
る（
教
員
一
人
当
た
り
年
間
１
０
０
〜
２
０

０
時
間
削
）、情
報
の
一
元
管
理
や
共
有
が
で
き
る
、シ
ス
テ
ム
化
に

よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
が
高
ま
り
、情
報
漏
え
い
の
リ
ス
ク
低
減
に

つ
な
が
る
な
ど
が
あ
る
。（
詳
細
は
21
ペ
ー
ジ
） 

 　

県
で
は
、
既
に
各
市
町
で

整
備
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

各
市
町
に
お
い
て
導
入
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
し

て
い
る
。

答

実
態
把
握
、
教
職
員
の
業
務

改
善
に
係
る
統
合
型
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
含
め
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
な
ど
の
希
望
調
査
、
県

内
市
町
の
導
入
状
況
の
情
報

交
換
や
業
者
か
ら
の
情
報
収

集
な
ど
を
行
い
、
導
入
に
向

け
て
検
討
し
た
が
、
小
中
学

校
の
空
調
設
備
設
置
や
松
前

中
学
校
改
築
な
ど
に
費
用
が

掛
か
っ
た
た
め
、
導
入
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
導
入
は

業
務
改
善
に
必
要
不
可
欠
と

考
え
て
お
り
、
で
き
る
限
り

早
期
に
導
入
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

曽我部秀司　議員

いっぱん質問

　

文
部
科
学
省
が
策
定
し
た

「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た

環
境
整
備
５
か
年
計
画
」の

中
に
、目
標
と
し
て
い
る
水
準

の
ひ
と
つ
に「
統
合
型
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
一
〇
〇
％
整

備
」と
あ
る
。ま
た
、「
学
校
教

育
の
情
報
化
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」に
は
地
方
公
共
団

体
や
学
校
の
設
置
者
の
責
務

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、本
町
教

育
委
員
会
で
も
こ
の
シ
ス
テ

ム
導
入
を
検
討
し
て
い
た
よ

う
だ
が
、ど
こ
ま
で
検
討
し

た
の
か
。ま
た
、今
後
の
シ
ス

テ
ム
導
入
に
関
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

　

予
算
化
に
向
け
た
準
備

か
ら
導
入
し
、
実
際
に
運

用
す
る
ま
で
に
は
か
な
り

の
時
間
を
要
す
る
。
ま
ず

は
予
算
化
に
向
け
て
導
入

効
果
の
可
視
化
や
調
達
仕

様
な
ど
を
検
討
す
る
推
進

組
織
の
整
備
を
考
え
て
い

る
の
か
。

問

　

共
同
調
達
・
協
同
利
用

に
よ
り
、
調
達
コ
ス
ト
・

運
用
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

教
職
員
は
伊
予
郡
市
内
で

の
異
動
も
多
い
こ
と
か

ら
、
伊
予
郡
市
で
の
共
同

調
達
等
を
考
え
て
い
る
の

か
。

問

　

閣
議
決
定
し
た
「
第
三

期
教
育
振
興
基
本
計
画
」

に
は
、
「
調
達
コ
ス
ト
及

び
運
用
コ
ス
ト
抑
制
に
向

け
、
都
道
府
県
単
位
で
の

共
同
調
達
・
運
用
を
促
進

す
る
。
」
と
あ
る
が
、
県

か
ら
こ
の
件
に
関
し
て
の

話
が
あ
っ
た
か
。

問

※

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は

平成31年３月現在 平成31年３月現在 
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統合型校務支援システム整備率（県内）



土
川
の
越
水
対
策
の
取
組
み
状
況
は

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

「
企
業
誘
致
」
の
取
組

み
強
化
で
税
収
確
保
と
人

口
減
少
対
策
を
。

問
　

  

岡
本
町
長

　

土
川
の
越
水
対
策
の
取
組

み
状
況
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
土
川
排
水
ポ
ン
プ
を

更
新
し
、
機
能
の
回
復
を

図
っ
た
ほ
か
、
現
在
、
歩
道

の
改
築
整
備
に
併
せ
て
、
水

路
断
面
を
広
げ
る
工
事
を
実

施
し
て
い
る
。　

　

長
尾
谷
川
の
左
岸
の
雨
水

答
　

  

松
岡
産
業
建
設
部
長

　

町
内
で
企
業
立
地
が
可
能

な
工
業
系
用
途
地
域
は
、
約

１
５
９
ha
で
あ
る
が
、
そ
の

大
半
に
企
業
が
張
り
付
い
て

お
り
、
新
た
に
企
業
立
地
で

答

排
除
は
、
平
成
20
年
に
愛
媛

県
知
事
の
認
可
を
受
け
て
い

る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
の
雨
水

計
画
に
つ
い
て
、
近
年
の
豪

雨
や
台
風
に
よ
る
災
害
状
況

を
踏
ま
え
、
雨
水
排
除
の
方

法
を
見
直
し
、
効
果
的
で
実

現
可
能
な
雨
水
計
画
を
策
定

し
た
い
。

き
る
土
地
は
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
な
い
。

　

企
業
を
誘
致
す
る
こ
と

は
、
雇
用
の
創
出
や
税
収
の

増
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
将

来
の
松
前
町
の
発
展
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
、

以
前
か
ら
南
黒
田
工
業
団
地

整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

北
黒
田
の
地
蔵
町
公
園
か

ら
西
の
地
域
は
市
街
化
調
整

区
域
内
に
あ
り
、
面
積
約
11

　

の
甲
種
農
地
で
あ
る
た

め
、
農
地
以
外
で
の
利
用
は

厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　

農
林
漁
業
者
の
住
宅
や
公

益
上
必
要
な
学
校
教
育
施
設

等
、
限
ら
れ
た
利
用
目
的
で

し
か
開
発
・
転
用
は
認
め
ら

住田　英次　議員

　

現
在
の
大
雨
時
に
お
け

る
土
川
の
越
水
へ
の
対
策

の
取
組
み
状
況
は
。

問

いっぱん質問
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対策が急がれる土川流域対策が急がれる土川流域

れ
て
い
な
い
。

　

今
後
と
も
、
豊
か
で
住
み

よ
い
松
前
町
を
目
指
し
て
、

農
業
・
産
業
が
連
携
し
た
土

地
利
用
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

町
全
体
の
土
地
利
用
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

更新された土川樋門更新された土川樋門

ha



防
災
・
減
災
対
策
は

農
業
振
興
の
取
組
み
は

　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

及
び
、
は
だ
か
麦
の
販
路

拡
大
は
。

問

　

  

升
田
副
町
長

①
防
災
行
政
無
線
の
電
話
番

号
表
記
の
シ
ー
ル
を
各
戸
配

布
、
広
報
ま
さ
き
に
毎
月
掲

載
、
登
録
制
メ
ー
ル
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
も
運

用
を
開
始
。
停
電
時
に
は
、

役
場
公
用
車
や
消
防
団
車
両

に
よ
る
巡
回
放
送
を
行
う
。

②
「
松
前
町
防
災
マ
ッ
プ
」

を
各
戸
配
布
の
ほ
か
、
防
災

講
座
等
で
周
知
啓
発
を
行
っ

答

　

  

平
村
産
業
課
長

　

現
時
点
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。今

後
は
生
産
者
及
び
松
山
市
農

協
に
対
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

の
意
識
啓
発
を
図
る
。ま
た
、

「
芽
吹
き
と
実
り
の
は
だ
か
麦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
引
き
続
き

実
施
し
、魅
力
や
商
品
価
値
の

向
上
に
努
め
る
。

答

　

学
校
給
食
へ
の
新
鮮
な

食
材
の
提
供
等
、
地
産
地

消
の
成
果
は
。

問
　

  

住
田
学
校
教
育
課
長

　

現
在
、
44
品
目
中
31
品
目

の
農
産
物
を
町
内
の
生
産
者

か
ら
の
納
品
と
し
て
い
る
。

　

今
後
も
地
元
食
材
を
継
続

的
に
確
保
、
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

答

　

農
業
の
担
い
手
不
足
解

消
に
向
け
た
、
新
規
農
業

者
の
確
保
と
継
続
は
。

問
　

  
新
規
農
業
者
に
対
し
て
は

農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

を
活
用
し
、
安
定
し
た
農
業

経
営
が
行
え
る
よ
う
支
援
し

て
い
る
。
平
成
25
年
度
以
降

の
新
規
就
農
者
６
名
は
現
在

も
農
業
を
継
続
し
、
地
域
の

中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
活

躍
中
。

答

　

農
地
保
全
の
取
組
み

は
。

問
　

  

国
の
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
を
活
用
し
て
、農
地
法

面
の
草
刈
や
水
路
の
泥
上
げ

な
ど
農
地
や
農
業
の
環
境
保

全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

13
組
の
活
動
を
支
援
し
て
い

る
。今
年
度
は
２
組
増
。

答　

被
災
時
の
協
力
農
地

は
。

問
　

  

緊
急
避
難
場
所
、
仮
設
住

宅
建
築
用
、復
旧
用
資
材
置
き

場
と
し
て
の
協
力
農
地
は
、約

答

渡部　惠美　議員

いっぱん質問

①
災
害
時
の
緊
急
連
絡
方

法
②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知

③
備
蓄
品
に
つ
い
て

④
避
難
所
で
の
要
配
慮
者
へ

の
対
応
に
つ
い
て

⑤
消
防
団・防
災
士
確
保
は

⑥
近
隣
市
町
と
連
携
し
た

防
災
訓
練
に
つ
い
て

問

4月～5月にかけて収穫が待ちどおしい空豆たち4月～5月にかけて収穫が待ちどおしい空豆たち
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て
お
り
、
今
後
も
継
続
す

る
。

③
年
一
回
職
員
が
点
検
。
期

限
が
迫
っ
た
も
の
は
、
防
災

訓
練
や
防
災
講
座
で
配
布
。

期
限
切
れ
の
水
は
ト
イ
レ
や

手
洗
い
用
と
し
て
備
蓄
。

④
要
配
慮
者
へ
の
支
援
は
要

配
慮
者
班
が
担
当
。
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
避
難
状
況
・

ニ
ー
ズ
の
把
握
、
支
援
に
当

た
る
。
ま
た
医
務
室
の
近
く

に
福
祉
避
難
室
を
設
置
す

る
。

⑤
消
防
団
の
団
員
数
を
維
持

す
る
た
め
、
各
地
区
の
行
事

を
通
じ
て
勧
誘
を
行
っ
て
い

る
。
防
災
士
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
毎
年
、
各
自
主
防
災

会
長
に
依
頼
し
、
今
年
度
か

ら
教
員
の
推
薦
も
呼
び
か
け

て
い
る
。

⑥
今
年
は
国
土
交
通
省
、
愛

媛
県
、
重
信
川
流
域
の
３
市

２
町
が
水
防
工
法
訓
練
を

行
っ
た
。
来
年
度
は
伊
予
市

を
主
会
場
と
し
た
愛
媛
県
総

合
防
災
訓
練
に
参
加
予
定
。

５
ha
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

災
害
ご
み
の
一
時
ご
み
置

き
場
は
住
環
境
の
悪
化
と
農

地
の
土
壌
汚
染
が
危
惧
さ
れ

る
た
め
考
え
て
い
な
い
。



温
暖
化
対
策
と
省
エ
ネ
合
併
浄
化
槽
は

働
き
方
改
革
は
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
と
業
務
改
善
で

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
当
町

の
認
識
と
今
後
の
取
組
み

姿
勢
は
。

問
　

  

大
政
保
健
福
祉
部
長

　

町
内
の
事
業
者
ま
た
は
住

民
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
活
動
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
の

種
か
ら
食
用
油
、
使
用
済
油

か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
、
剪
定
枝
か
ら
堆
肥
を
生

成
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事

業
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学

園
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
４
次
に
わ
た
る
地
球

答
　

  

和
田
総
務
部
長

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は
、ロ
ボ
テ
ィ
ッ

ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
の
略
称
で
、職
員
が
行

う
定
型
的
な
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
上
の
ロ

答

温
暖
化
対
策
の
実
行
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。

　

計
画
に
沿
っ
て
町
施
設
の

節
電
運
用
を
改
善
し
た
。

　

夏
の
エ
ア
コ
ン
の
電
力
削

減
を
図
る
た
め
、
本
庁
舎
や

保
育
所
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
の

設
置
を
行
っ
て
き
た
。

　

第
４
次
計
画
で
は
、
町
所

有
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
量
を
２
０
３
０
年
度
に
２

０
１
３
年
度
比
で
約
40
％
削

減
を
目
標
と
し
て
い
る
。
松

前
公
園
体
育
館
、
総
合
福
祉

ボ
ッ
ト
が
代
行
す
る
ツ
ー
ル

の
こ
と
を
言
い
、少
子
・
高
齢

化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
や
、働
き
方
改
革
に
よ
る

長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
の

課
題
に
対
し
、業
務
の
効
率
化

や
生
産
性
向
上
の
た
め
の
新

し
い
仕
組
み
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

先
行
自
治
体
の
事
例
に
よ

り
、
処
理
時
間
の
削
減
や
人

的
ミ
ス
の
防
止
に
よ
る
業
務

の
精
度
向
上
な
ど
、
業
務
改

善
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

働
き
方
改
革
の
一
つ
と
し

て
当
町
規
模
で
導
入
効
果
が

見
込
め
る
の
か
、
慎
重
に
調

査
研
究
を
行
い
な
が
ら
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

影岡　俊範　議員

　

当
町
の
地
球
温
暖
化
対

策
へ
の
取
組
み
は
。

問

　

  

大
政
保
健
福
祉
部
長

　

町
内
の
補
助
対
象
と
な
る

施
設
は
、
機
械
設
備
を
交
換

す
る
タ
イ
プ
１
は
92
基
、
浄

化
槽
本
体
を
交
換
す
る
タ
イ

プ
２
は
44
基
で
あ
る
。
啓
発

活
動
は
、
公
募
ポ
ス
タ
ー
の

答 　

省
エ
ネ
型
浄
化
槽
シ
ス

テ
ム
導
入
推
進
事
業
は
。

問

いっぱん質問
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セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
の
照
明
、
空
調
設
備

を
更
新
す
る
改
修
工
事
等
を

実
施
し
て
い
る
。

掲
示
や
窓
口
に
チ
ラ
シ
を
置

い
て
い
る
。

　

今
後
、
愛
媛
県
浄
化
槽
協

会
と
連
携
し
て
、
補
助
制
度

を
利
用
す
る
よ
う
情
報
提
供

を
行
い
、
省
エ
ネ
型
合
併
浄

化
槽
の
導
入
を
促
し
て
い
き

た
い
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
安
価
な
小

規
模
ス
タ
ー
ト
が
可
能

で
、
職
員
の
実
質
的
な
時

短
の
効
果
が
見
込
め
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

当
町
職
員
の
積
極
的
な

取
組
み
を
期
待
す
る
。

意
見



子
ど
も
た
ち
の
使
用
す
る
教
科
書
の
採
択
方
法
は

地
域
活
性
化
に
向
け
て
松
前
町
の
観
光
政
策
は

　

官
民
連
携
の
観
光
政
策

に
つ
い
て
、
今
後
取
り
組

む
予
定
や
意
気
込
み
は
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
対
策
、
取
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

問
　

  

本
馬
教
育
長

①
小
中
学
校
の
教
科
書
採
択

は
、
４
年
に
１
回
又
は
学
習

指
導
要
領
が
変
わ
る
と
き
に

行
わ
れ
る
。
本
町
の
教
科
書

答
　

  

平
村
産
業
課
長

　

本
町
は
、
文
化
財
、
親
水
公

園
や
麦
畑
な
ど
の
観
光
資
源

を
有
し
て
い
る
が
、知
名
度
は

高
く
な
い
。町
で
は
、
エ
ミ
フ

答

早瀬　隆土　議員

いっぱん質問

　

本
町
は
、砥
部
町
、伊
予

市
と
共
同
研
究・協
議
の
上
、

昨
年
、令
和
二
年
度
か
ら
令

和
五
年
度
ま
で
の
小
学
校
教

科
書
が
採
択
さ
れ
た
。

①
採
択
ま
で
の
手
順
は

②
選
定
委
員
の
構
成
は

③
採
択
ま
で
の
議
論
の
公
表

　

は
問

松山外港に初寄港の大型クルーズ船松山外港に初寄港の大型クルーズ船
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は
、
法
律
等
に
基
づ
き
、
砥

部
町
と
同
一
教
科
書
を
採
択

す
る
た
め
、
松
前
・
砥
部
地

区
教
科
用
図
書
採
択
協
議
会

を
設
置
。
協
議
会
で
は
、
調

査
研
究
結
果
及
び
展
示
会
で

の
意
見
を
基
に
、
優
先
順
位

を
付
け
複
数
決
定
す
る
。

な
お
調
査
研
究
は
、
多
角
的

な
観
点
で
行
う
こ
と
が
必
要

な
た
め
、
松
前
・
砥
部
地
区

と
伊
予
地
区
の
２
つ
の
採
択

地
区
共
同
で
行
う
。
最
終
的

な
採
択
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
委
員
会
が
行
う
。
も
し
採

択
さ
れ
た
教
科
書
が
本
町
と

砥
部
町
で
異
な
っ
た
場
合
、

両
教
育
委
員
会
で
同
一
の
教

科
書
に
な
る
ま
で
協
議
を
行

う
。

②
採
択
協
議
会
構
成
員
は
、

規
約
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
長
、
教
育
委
員
代

表
、
校
長
代
表
、
保
護
者
代

表
、
教
育
委
員
会
担
当
課
長

及
び
学
校
教
育
に
専
門
的
知

識
を
有
す
る
学
識
経
験
者
１

名
の
計
11
名
。

ル
来
店
者
含
め
多
く
の
方
に

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
作
製
な

ど
の
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

　

一
方
、町
民
主
導
で
、「
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は

ん
ぎ
り
」、「
ま
さ
き
い
い
と
こ

見
つ
け
隊
」が
結
成
さ
れ
、
精

力
的
に
活
動
中
。こ
れ
ら
と
連

携
し
、交
流
人
口
増
加
を
図
り

た
い
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

は
、外
国
人
視
点
で
作
製
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
国

内
外
に
発
信
中
。

③
採
択
結
果
は
、
本
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る

が
、
採
択
ま
で
の
議
論
内
容

は
公
表
し
て
い
な
い
。

　

な
お
、
協
議
会
の
議
事
録

な
ど
は
情
報
公
開
請
求
に
基

づ
き
公
開
し
て
い
る
。

　
　

教
科
書
は
子
ど
も
た

ち
や
教
員
、
保
護
者
に
と
っ

て
も
身
近
な
も
の
。多
く
の

方
々
の
意
見
が
よ
り
よ
く

反
映
さ
れ
る
よ
う
な
工
夫

と
、
採
択
結
果
等
の
周
知
・

公
表
な
ど
、
採
択
を
よ
り
開

か
れ
た
も
の
に
し
て
い
く

こ
と
を
望
む
。

意
見

　
　

本
年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
が
４
回
寄
港
予

定
。ま
た
、
そ
の
２
倍
近
い
規
模
の
大
型
客
船
が
、
10
月
21
日
松

山
来
港
ツ
ア
ー
を
設
定
中
。来
年
以
降
も
こ
れ
ら
が
定
期
的
に
、

し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
平
日
に
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
宿
泊
施

設
の
な
い
本
町
に
お
い
て
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
、
誘

客
活
動
に
官
民
連
携
し
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

意
見

　

今
後
は
、県
や
関
係
機
関
と

連
携
・
情
報
共
有
を
図
り
、松

山
に
寄
港
す
る
ク
ル
ー
ズ
船

の
旅
行
客
が
町
内
周
遊
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、誘
客
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。



通
学
路
の
安
全
対
策
整
備
は

海
岸
の
環
境
整
備
は

西村　元一　議員

　

役
場
北
の
松
前
小
学
校
通

学
路
に
は
、
途
中
に
川
が
あ

り
、
急
に
何
の
表
示
も
な
く

蓋
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
柵

は
し
て
い
る
が
非
常
に
危
険

な
状
態
だ
。

　

先
日
、
川
に
落
ち
そ
う
に

な
っ
た
と
住
民
の
方
か
ら
聞

き
、
他
の
地
区
で
も
通
学
路

に
補
装
が
な
く
自
転
車
と
と

も
に
水
路
に
落
ち
た
と
聞
い

た
。
ま
た
旧
出
合
橋
か
ら
南

へ
右
に
カ
ー
ブ
す
る
県
道
の

問

両
側
に
あ
る
歩
道
幅
が
狭

く
、
朝
夕
の
自
転
車
通
学
時

に
は
歩
行
者
と
自
転
車
の
離

合
が
で
き
ず
、
自
動
車
と
の

接
触
も
あ
り
そ
う
で
ヒ
ヤ
リ

と
す
る
。
他
に
も
伊
予
鉄
岡

田
駅
へ
の
国
道
か
ら
進
入
路

に
歩
道
が
な
く
大
変
危
険

だ
。

　

通
学
・
通
行
の
安
全
性
を

含
め
、
町
内
道
路
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
、
理
事
者
の
考

え
は
。

　

塩
屋
の
海
岸
に
あ
る
砂

が
堤
防
を
超
え
て
、
道
路

に
落
ち
る
高
さ
ま
で
堆
積

し
て
い
る
。
今
の
ま
ま
で

は
津
波
の
と
き
の
防
波
堤

の
役
目
を
果
た
さ
な
い
。

　

漁
業
に
も
影
響
が
出
て

い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

問

　

  

横
山
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

町
道
西
１
１
３
号
線
は
、

一
部
区
間
で
道
路
と
平
行
に

開
水
路
が
あ
る
が
、
道
路
と

水
路
と
の
境
に
は
転
落
防
止

の
保
護
柵
を
設
置
し
て
い

る
。

　

行
政
機
関
、
学
校
関
係
者

及
び
松
前
町
教
育
委
員
会
で

構
成
す
る
松
前
町
通
学
路
安

全
対
策
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
学
校
か
ら
報
告
の
あ
っ

た
危
険
箇
所
に
つ
い
て
点
検

を
行
い
、
安
全
確
保
に
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

答

いっぱん質問

1919 松前町議会だより No.104
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横
山
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

塩
屋
海
岸
の
砂
の
堆
積

は
、
平
成
26
年
11
月
に
松
前

町
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
か

ら
撤
去
の
申
し
出
が
あ
り
、

海
岸
管
理
者
の
愛
媛
県
と
そ

の
対
策
を
協
議
し
た
。

　

結
果
、
海
浜
へ
の
砂
の
堆

積
は
防
災
上
有
益
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
堆
積
砂
を
撤
去
す

答

る
の
で
は
な
く
飛
散
防
止
対

策
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め

る
回
答
が
あ
っ
た
。
今
後
、

砂
の
飛
散
防
止
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
対
策
を
講

じ
る
よ
う
県
に
対
し
て
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
海
岸
近
く
に
堆
積

し
た
砂
が
漁
業
に
影
響
を
与

え
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

調
査
の
根
拠
も
示
さ

ず
漁
業
に
影
響
な
い
と
の

答
弁
は
理
解
で
き
な
い
。

「
上
流
か
ら
流
れ
出
た
土
砂

を
と
り
除
く
」
と
の
政
府
の

通
達
報
道
が
あ
っ
た
。南
海

ト
ラ
フ
の
津
波
被
害
を
考

え
る
と
、
松
前
町
民
の
生
命

と
財
産
が
か
か
っ
て
い
る
。

早
急
な
対
応
を
！

意
見

役場北・通学路・暗きょ化検討を!役場北・通学路・暗きょ化検討を!
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

11
月
27
日
〜
28
日

★
佐
々
町
は
、
２
０
１
０
年

か
ら
「
地
域
力
を
生
か
し
た

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
高
齢
者
支
援
、

介
護
予
防
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

①
介
護
認
定
新
規
申
請
事
前

点
検
の
徹
底

　

介
護
認
定
新
規
申
請
事
前

点
検
と
し
て
、
介
護
認
定
調

査
員
が
訪
問
し
、
本
人
の
身

体
機
能
や
生
活
状
況
の
詳
細

な
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
限
定

研
修
一
日
目

●
研
修
地

　

長
崎
県
佐
々
町

　

人
口　

約
１
万
４
千
人

　

面
積　

約
32
平
方
㎞

●
研
修
内
容

◆
要
介
護
に
な
ら
な
い
取

組
み
に
つ
い
て

【
給
付
の
適
正
利
用
に
対
す

る
取
組
み
】

せ
ず
、
本
人
の
状
態
や
希
望

に
応
じ
た
支
援
に
つ
な
げ

る
。

②
認
定
者
で
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
な
い
方
へ
の
訪
問
活
動

③
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
実

施

　

高
齢
者
の
生
活
の
質
（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
自
立
支
援

型
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
及

び
「
生
活
行
為
評
価
（
Ａ
Ｄ

Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
」
を
導

入
。
介
護
関
係
者
が
自
立
支

援
と
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
方

向
性
を
見
出
し
確
認
を
行

う
。

・
対
象
者
が
選
べ
る
多
種
多

様
な
通
い
の
場
（
生
活
機

能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
運

動
個
別
指
導
、
料
理
ク
ラ

ブ
、
農
作
業
な
ど
）
の
提

供
・
町
の
介
護
保
険
制
度
の
現

状
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
伝
え
る

出
前
講
座

・
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
訪
問
型
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

・
介
護
認
定
申
請
窓
口
や
医

療
機
関
か
ら
の
情
報
、
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
交
換
会
な
ど
の
情

報
を
も
と
に
介
護
予
防
が

必
要
な
高
齢
者
の
把
握

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
７
名
で
高
齢
者
を
受

け
持
つ
「
地
区
割
担
当

制
」
を
導
入

　

住
民
が
介
護
予
防
に
つ
い

て
学
び
、
地
域
の
中
で
伝
え

続
け
て
い
く
こ
と
で
、
介
護

予
防
の
推
進
、
併
せ
て
地
域

で
支
え
合
う
地
域
力
の
再
生

に
つ
な
が
る
。

　

高
齢
者
を
支
え
る
地
域
支

援
体
制
と
し
て
、
行
政
は

し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
も
っ
て
「
き
っ
か
け
づ
く

り
」
を
し
、
専
門
職
が
地
域

に
出
向
き
住
民
の
方
と
触
れ

合
っ
て
地
域
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
地
域
の
力
で
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
介
護
事
業
は
時
間
が

か
か
り
、
す
ぐ
に
成
果
が
上

が
る
も
の
で
も
な
い
た
め
、

職
員
が
じ
っ
く
り
取
り
組
め

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
も
重

要
で
あ
る
と
感
じ
る
。

【
介
護
予
防
に
関
す
る
特
徴

的
な
取
組
み
】

【
住
民
と
行
政
が
一
緒
に
取

り
組
む
介
護
予
防
】

今
後
に
向
け
て　
　

研
修
地
位
置
図

川棚町川棚町

佐々町　　　　佐々町　　　　

佐々町の皆さんと一緒に佐々町の皆さんと一緒に



研
修
二
日
目

【
シ
ス
テ
ム
の
内
容
】

【
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
】

●
研
修
地

　

長
崎
県
川
棚
町

●
研
修
内
容

◆
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
と
は
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紛
失
等
の
事
故
の
防
止
に

も
つ
な
が
る
。

・
出
欠
デ
ー
タ
は
通
信
簿
や

指
導
要
録
に
反
映
さ
れ
る

た
め
、
転
記
す
る
必
要
も

な
く
ミ
ス
も
起
こ
ら
な

い
。

①
学
校
現
場
か
ら
シ
ス
テ
ム

導
入
の
要
望
が
上
が
り
、

業
務
改
善
を
目
的
と
し
て

導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

②
町
内
各
学
校
か
ら
担
当
者

を
選
出
し
て
検
討
委
員
会

を
組
織
し
た
。

③
委
員
会
で
は
、
シ
ス
テ
ム

の
内
容
や
導
入
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
検
討
し

た
。

④
導
入
検
討
か
ら
稼
働
す
る

ま
で
７
か
月
ほ
ど
か
か
っ

た
。

⑤
平
成
23
年
度
に
導
入
し
、

現
在
に
至
る
。

　

教
務
系
（
成
績
処
理
、
出

欠
管
理
、
時
数
管
理
等
）
、

保
健
系
（
健
康
診
断
票
、
保

健
室
来
室
管
理
等
）
、
学
籍

系
（
指
導
要
録
等
）
、
学
校

事
務
系
な
ど
の
統
合
し
た
機

能
を
有
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

機
能
も
あ
り
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、

備
品
管
理
、
出
退
勤
管
理
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
簡
単
に

で
き
る
。

★
各
機
能
間
で
の
デ
ー
タ
引

用
に
よ
り
、
校
務
に
お
け

る
業
務
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

★
事
務
処
理
に
要
す
る
時
間

【
導
入
に
至
る
ま
で
】

【
導
入
後
の
効
果
】

研
修
視
察
よ
り

今
後
に
向
け
て

が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
最
終
的
に
は
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
の
確

保
・
教
育
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
（
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
）

★
情
報
の
一
元
管
理
や
共
有

が
で
き
る
。

★
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
が
高
ま

り
、
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク

の
低
減
に
つ
な
が
る
。

例
：
出
欠
管
理

・
学
級
担
任
が
出
欠
を
入
力

す
る
と
全
校
の
出
欠
情
報

は
管
理
職
も
閲
覧
で
き
、

子
ど
も
へ
の
対
応
な
ど
が

迅
速
に
行
え
る
。

・
シ
ス
テ
ム
で
出
欠
の
集
計

作
業
を
自
動
で
行
う
た

め
、
集
計
ミ
ス
も
な
い
。

・
月
末
に
教
育
委
員
会
へ
の

長
期
欠
席
者
等
の
報
告
も

改
め
て
情
報
を
入
力
す
る

必
要
は
な
い
。

・
教
育
委
員
会
で
は
、
各
学

校
の
統
計
情
報
等
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
各
学
校
か
ら
紙
媒
体

で
の
提
出
を
求
め
る
必
要

が
な
く
な
り
、
業
務
の
削

減
と
個
人
情
報
の
流
出
・

★
教
員
一
人
当
た
り
年
間
１

５
０
時
間
も
業
務
に
要
す

る
時
間
を
削
減
で
き
た
。

★
通
信
簿
な
ど
、
管
理
職
へ

の
提
出
期
限
を
遅
く
す
る

こ
と
が
で
き
、
提
出
ま
で

子
ど
も
の
学
習
面
で
の
変

容
を
し
っ
か
り
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

★
地
域
や
保
護
者
、
町
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
グ
ル
ー
プ

ウ
エ
ア
を
利
用
し
て
、
町

内
学
校
間
で
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
緊
急
連
絡
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

★
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て

は
、
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
に

は
残
ら
な
い
よ
う
に
デ
ー

タ
を
サ
ー
バ
ー
に
保
存
す

る
よ
う
設
定
し
、
サ
ー

バ
ー
上
で
ロ
グ
イ
ン
管
理

を
行
う
な
ど
、
情
報
漏
え

い
対
策
も
確
実
に
実
行
し

て
い
る
た
め
、
問
題
は
発

生
し
て
い
な
い
。

★
導
入
か
ら
10
年
が
経
過
し

た
が
、
現
在
は
全
教
職
員

が
利
用
し
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
な
い
他
市
町
へ

の
異
動
が
心
配
だ
、
と
い

う
教
職
員
も
多
い
。

　

昨
今
、
教
職
員
の
多
忙
化

は
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
学

校
の
働
き
方
改
革
、
教
職
員

の
長
時
間
労
働
の
是
正
は
本

町
の
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
で

あ
る
。

　

研
修
先
で
の
大
き
な
効

果
、
成
果
の
実
証
が
あ
る
だ

け
に
、
今
後
本
町
に
お
い
て

も
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て

前
向
き
に
検
討
す
べ
き
事
業

と
考
え
る
。

　

た
だ
、
導
入
時
の
初
期
費

用
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス

ト
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
の
同
時
導
入
な
ど
の
課
題

も
あ
る
。
ま
ず
は
、
先
生
方

を
含
め
た
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
実
際
に
使
用
す
る
現

場
の
教
職
員
か
ら
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
統
合
型
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
推

進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ

た
。
教
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
向
上
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ

い
環
境
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の

充
実
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

授業風景授業風景



プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
か
ら

★
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
誤

り
に
よ
る
水
道
料
金
と
下
水

道
使
用
料
の
過
少
請
求
の
件

●
影
響
す
る
請
求
期
間

　
平
成
29
年
10
月
〜

　
令
和
元
年
10
月
ま
で

●
不
足
額

　
水
道
料
金

　
　
１
２
４
万
５
４
３
９
円

　
下
水
道
使
用
料

　
　
１
４
３
万
２
７
５
２
円

これも気になる一般質問ほか

★これも気になる
一般質問

各ページに掲載
できなかった、

これだけは言いたい
ことを集めて

Ｑ　（続）高齢者の介護予防事業について。 
（藤岡議員）

②フレイルチェック体制について 
Ａ　軽度認知症とフレイル（虚弱）は早期に発見・対
応することで、健常な状態に一部回復する。 
　　今年度から地域の情報を基に、リスクの高い人
を優先して、各地区２０名を対象に身体機能・認知
機能・口腔機能の健康状態を確認するフレイル
チェックを実施し、結果に基づいた個別指導を
行っている。
③フレイル対策の一つでもある口腔ケアは
Ａ　口は、栄養摂取の入り口であり、感染経路の入り
口でもある。特に歯周病は、糖尿病の悪化や動脈
硬化、心筋梗塞のリスクを高め肺炎を起こす原因
となるさまざまな病気に影響を及ぼす。そのため
町は平成18年度から40歳以上の歯周病対策と
して500円で検診が受けられる「成人歯科検診」
を実施している。特に高齢者には平成24年度か
ら県歯科衛生士会の協力の下、各地区で口腔機
能のチェックと口腔ケアの指導を行っている。
　　平成27年度から県医療広域連合が、後期高齢
者に対して歯科口腔検診を無料で実施している。
　　また来年度から「笑顔で暮らせる健康づくり」
の取組みとして成人歯科検診の対象者を20歳以
上に拡大する予定。
④グループ活動の地域間格差の対策は
Ａ　一地区で６グループが結集している所もあれ
ば、結成されていない所もあり、活動状況もさまざ
まだ。昨年度活動の少ない所における介護予防
教室の開催で、新たなグループが生まれている。
今後もこのように地域に働きかけることで格差の
解消に努めていきたい。　

Ｑ　し尿処理場の受け入れ時間変更について
（西村議員）

Ａ　組合塩美園も一つの自治体であり組合議会の
方で質問を。
意見 課長の答弁は、町長の答弁と思うが、直接町
民に関係することなので松前町としての対応を！ 

Ｑ　入札業者選定は、優先的に松前町の業者を。
Ａ　適正な競争と受注機会の公平性を確保しなが
ら、町内業者を優先的に取扱っている。 

Ｑ　自主避難先に福祉センター及び文化センター
の使用は可能か。 

Ａ　自主避難所は、東公民館、西公民館及び北公民
館の３か所です。福祉センター、文化センターは、
原則、自主避難所としての使用は考えていない。

Ｑ　高齢者福祉事業は利用者の意向に沿っている
か。 

Ａ　本人の選択を尊重しつつ、自立を目指して支援
していくことが個人の尊厳を守ることであると考
えている。

松前町議会だより No.104 2222

原
因

　
本
来
検
針
す
べ
き
水
道

メ
ー
タ
ー
に
近
接
し
て
設
置

さ
れ
た
分
岐
メ
ー
タ
ー
を

誤
っ
て
検
診
し
て
い
た
か
ら

今
後
の
対
応

　
ご
迷
惑
を
か
け
た
契
約
者

様
に
対
し
公
平
性
の
観
点
か

ら
時
効
未
到
来
分
に
つ
き
お

支
払
い
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
。

再
発
防
止
策

　
検
針
の
際
に
は
、
水

道
メ
ー
タ
ー
番
号
の
称

号
を
徹
底
し
水
道
メ
ー

タ
ー
が
検
診
対
象
の
も

の
で
あ
る
か
必
ず
確
認

す
る
よ
う
に
、
種
別
に

検
針
員
に
注
意
喚
起
を

実
施
。

★
予
算
決
算
常
任
委
員

会
に
て
詳
細
な
説
明
を

受
け
た
。



女
子
大
生
の
人
材
育
成
に

出
作　

西
村　

浩
子

　
「
私
は
松
前
町
の
保
育
士

に
な
り
た
い
。」「
ど
う
し

て
？
」「
松
前
町
で
育
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
う
か
ら
。」

こ
ん
な
女
子
大
生
が
い
ま

す
。松
前
町
は
、「
衣
・
食
・

住
」
が
完
結
で
き
る
町
「
ラ

イ
フ
タ
ウ
ン
」
を
掲
げ
て
お

り
、
こ
の
学
生
の
よ
う
に
、

地
元
へ
の
愛
着
を
持
つ
若

者
も
育
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
現
在
、

地
元
で
就
職
す
る
若
者
は

貴
重
な
存
在
で
す
。私
は
大

学
教
員
と
し
て
、
若
者
、
特

に
女
子
大
生
の
人
材
育
成

と
地
元
定
着
を
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
、
日
々
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る

学
生
た
ち
と
地
域
の
色
々

な
人
が
交
流
し
、
年
代
を
超

え
て
互
い
に
理
解
が
深
ま

る
機
会
を
作
れ
な
い
か
。外

国
人
の
子
育
て
や
生
き
方

に
触
れ
、
自
分
の
生
き
方
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方

を
考
え
る
場
を
作
れ
な
い

か
。行
政
と
大
学
が
連
携
し

て
女
性
の
働
き
方
や
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
〝
女
子
大
生
サ

ミ
ッ
ト
〞
な
ど
が
実
現
で

き
な
い
か
、
色
々
〝
妄
想
〞

は
膨
ら
み
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
松

前
町
で
、
一
町
民
と
し
て
、

大
学
教
育
を
活
か
し
た
女

性
の
人
材
育
成
の
お
手
伝

い
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

町
民
の
声

　

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
号
議
会
だ
よ
り
の
掲

載
の
締
切
り
は
２
月
末
で

す
。

　

投
書
多
数
の
場
合
は
、

委
員
会
で
掲
載
文
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

３
０
０
字
程
度
で
必
ず

お
名
前
・
ご
住
所
・
ご
連

先
絡
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
希

【宛　先】
〒791‐3192 松前町筒井631

議会広報常任委員会「町民の声」係
◆Fax  985‐4148

メールは、町のホームページからタイトルに
「町民の声」と入力の上「議会事務局」へ
お送りください。

「
町
民
の
声
」を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を

届
け
る
だ
け
で
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

議
会
は
、
本
会
議
と
各

常
任
委
員
会
に
傍
聴
席
を

設
け
て
公
開
し
て
い
ま

す
。

 

多
く
の
皆
さ
ん
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ラ
イ
ブ
中
継
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
終
了
後
、

傍
聴
の
ご
案
内

議
会
を
傍
聴
し
て

大
溝　

西
村　

榮
造

　

県
議
会
を
傍
聴
し
た
時

も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
全

部
の
質
問
を
し
終
わ
っ
て

か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
ま

と
め
て
回
答
す
る
と
い
う

形
式
に
な
っ
て
お
り
、
そ

し
て
又
そ
れ
ら
の
質
疑
も

応
答
も
メ
モ
し
た
も
の
を

読
み
合
う
の
で
早
口
に
な

り
、
聞
き
取
り
に
く
い
場

合
も
多
い
。
一
問
一
答
形

式
に
し
て
も
ら
う
と
判
り

や
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

普
段
議
会
に
対
し
て
町

民
の
関
心
が
薄
い
の
か
、

傍
聴
席
は
数
名
し
か
お
ら

ず
寂
し
い
も
の
だ
っ
た
。

久
し
振
り
に
議
会
を
傍
聴

し
た
が
、
新
人
議
員
の
質

疑
で
、
自
分
の
勉
強
し
て

き
た
も
の
を
主
張
し
た

く
、
質
問
内
容
に
な
い
も

の
ま
で
演
説
し
だ
し
て
議

長
に
た
し
な
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
議
会
そ
の

も
の
は
退
屈
せ
ず
に
聞
き

入
る
事
が
出
来
た
。

　

新
人
議
員
、
腕
を
磨
い

て
頑
張
れ
。

傍 

聴 

席

第１回定例会の開催は
令和２年３月２日㈪を予定しています。

内容は当初予算の審議となり皆さんの生活にも
関連しますので、ぜひ傍聴にお越しください。

第１回定例会の開催は
令和２年３月２日㈪を予定しています。

内容は当初予算の審議となり皆さんの生活にも
関連しますので、ぜひ傍聴にお越しください。

町民の声・傍聴席ほか

録
画
配
信
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2323 松前町議会だより No.104

望
す
る
場
合
）
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。
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松前町で活きる＆みんなで支える

防災意識の高まりは地域でも学校でも
岡
田
小
学
校

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

当
時
の
松
前
町
の
様
子
を

知
る
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
絵
地
図
よ
り
読
み
と

い
て
み
る
。

　

松
前
町
の
古
い
絵
地
図

（
江
戸
中
期
頃
か
？
）
が
大
間

の
教
深
寺
に
、
旧
家
大
政
家

（
大
間
）
よ
り
奉
納
さ
れ
た
。

大
き
さ
は
１
６
５
㎝
角
の
額

装
さ
れ
た
も
の
で
、
寺
や
神

社
が
描
か
れ
色
付
け
さ
れ
て

い
る
。今
で
い
う
大
字
、
当
時

の
村
の
境
も
は
っ
き
り
描
か

れ
て
い
る
。川
、
泉
、
道
も
現

在
と
あ
ま
り
変
化
は
な
い
。

貴
重
な
資
料
に
な
る
も
の
で

あ
る
。松
前
町
か
ら
重
要
文

化
財
に
し
て
は
と
の
話
が
あ

る
。

　

南
黒
田
、
南
釣
吉
（
鶴
吉
）

は
当
時
、
大
洲
藩
で
あ
っ
た

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。な

く
な
っ
た
寺
院
も
い
く
つ
か

あ
る
。神
社
も
そ
の
名
が
今

と
違
っ
て
い
る
。当
時
は
そ

れ
ぞ
れ
西
高
柳
の
稲
荷
神
社

が
「
五
社
大
明
神
」、
徳
丸
の

髙
忍
日
売
神
社
が
「
若
宮
八

（
活
動
内
容
）

・
月
１
回
、
第
一
木
曜
日
に
小

学
５
・
６
年
生
10
人
で
活
動

し
て
い
る
。

・
消
火
訓
練
や
怪
我
な
ど
の
応

急
処
置
に
つ
い
て
学
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
訓
練
を
見
学
さ
せ

て
も
ら
っ
た
り
し
た
。

・
消
防
署
の
視
察
や
実
際
に
消

防
士
さ
ん
か
ら
の
講
話
を
聴

い
た
。

★
楽
し
か
っ
た
こ
と

　

消
防
署
の
見
学
で
普
段
経
験

で
き
な
い
こ
と
を
見
た
り
聞

い
た
り
で
き
た

★
き
つ
か
っ
た
こ
と

　

行
進
の
練
習
（
出
初
式
な
ど

の
）

☆
町
内
に
は
３
つ
の
小
学
校
に

そ
れ
ぞ
れ
消
防
ク
ラ
ブ
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
は
、
岡
田
小
学
校
の
ク

ラ
ブ
員
を
代
表
し
て
お
二
人

の
方
に
取
材
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

（
西
田
脩
斗
さ
ん
と
喜
安
亜

衣
さ
ん
）

　

昨
年
12
月
の
取
材
日
は
学
校

全
体
の
避
難
訓
練
の
日
で
し

た
。
サ
イ
レ
ン
の
合
図
で
一
斉

に
各
教
室
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

速
や
か
に
集
合
。

　

お
見
事
で
し
た
‼

この広報誌は、資源
保護と環境に配慮し
て大豆油インキ、再
生紙で作成していま
す。

編
集
後
記

　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
だ
が
、
昨
年

の
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
は
日
本

代
表
の
活
躍
も
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
事
は

記
憶
に
新
し
い
。

　

こ
れ
は
日
本
代
表
の

面
々
が
自
己
犠
牲
も
い
と

わ
ず
献
身
的
に
動
き
、
仲

間
を
生
か
す
姿
に
大
き
な

感
動
と
勇
気
を
与
え
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　

議
会
と
し
て
も
住
民
の

福
祉
を
考
え
、
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
献
身
的
に
議

会
の
使
命
を
果
た
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
曽
我
部
秀
司
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

藤
岡　
　

緑

副
委
員
長　

早
瀬　

隆
土

委　
　

員　

住
田　

英
次

委　
　

員　

影
岡　

俊
範

委　
　

員　

曽
我
部
秀
司

委　
　

員　

渡
部　

惠
美

委　
　

員　

西
村　

元
一

ま
ち
の
話
題

『
伊
予
郡
松
山
領
絵
地
図
』
発
見
!!

ま
ち
の
話
題

『
伊
予
郡
松
山
領
絵
地
図
』
発
見
!!

松前町で活きる

幡
神
社
」
で
あ
る
。な
く
な
っ

た
寺
は
西
高
柳
の
「
教
願

庵
」、
昌
農
内
の
「
東
林
寺
」、

「
神
宮
寺
」。重
信
川
に
は
橋

は
架
か
っ
て
な
く
、
渡
船

だ
っ
た
よ
う
だ
。現
在
は
そ

の
場
所
に
は
橋
が
架
か
っ
て

い
る
。

　

村
の
呼
び
方
や
表
記
も
一

部
変
化
し
て
い
る
。庄
内⇒

「
昌
農
内
」、
江
頸⇒

「
恵
久

美
」、
釣
吉⇒

「
鶴
吉
」、
下
高

柳⇒

「
西
高
柳
」。

★
こ
の
地
図
は
教
深
寺
本
堂

に
保
管
し
て
い
る
。ご
自
由

に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

大
間　

教
深
寺

　
　
　

住
職　

石
黒　

夏
生

松前町議会だより No.104 2424


